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奈良、そこは日本のはじまりの地。
世界に伝え、未来に繋ぐ！
新しい時代に向け、原点を見出し、その地を深掘りし、
自分たちを育ててもらった故郷をふたたび元気にする。
正に、私たちANTA会員の使命です。
今回のフォーラムは、
そんな思いから生まれた
“魅せる奈良”のスタート台に他なりません。

倭-YAMATO（和太鼓集団）

大会スローガン
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　「第20回 国内観光活性化フォーラムinなら」が、国土交通省、観光庁、奈良県、奈
良市、県内市町村をはじめ、各自治体、観光団体・企業の皆様から格別のお力添えと
ご熱意を賜り、悠久の歴史にいざなう世界文化遺産、移ろいゆく四季が彩る豊かな自
然、日本の食文化のルーツ等 を々有する「建国の地･奈良」におきまして、華 し々く開催
の日を迎えることができましたことに、厚く御礼を申し上げます。また、全国各地でご活
躍されるANTA会員の皆様、観光振興に日頃ご尽力される皆様が一堂に会してご
参集いただきましたことを、心より感謝を申し上げる次第です。
　　観光は、我が国にとって「成長戦略の柱」と云われるように、各地域が背負う様々な
課題を解決し、活気を取り戻すための最大の武器であり、切り札です。歴史･文化･自
然･名産品･人材等の地域資源を活用することで消費拡大や雇用創出をもたらし、国
土強靱化に資する防災･減災のインフラ整備や自治体財政の基盤強化を促すだけ
でなく、住む人･働く人の連携と土地への誇りや愛着を醸成し、人口減少を抑制する

など、多岐にわたる恩恵を生み出します。未来にわたって経済的・社会的な好循環を創出する「地域の宝」といって
も過言ではありません。
　　本フォーラムの舞台である古都･奈良は、まさしく王道を行く「観光資源の宝庫」です。本日「建国記念の日」に開
催させていただいたように、日本の国家と文化が開花した地であります。有史以来、古えのヤマト王権、飛鳥の時代
を経て、中央集権国家が確立した平城京は、我が国の首都であり、シルクロードの終着地でもありました。その天平
の都のシンボルとして造立された奈良大仏は、鎮護国家の思想のもと、国への災厄を消除して安寧を保ち、民衆の
平和と繁栄を願う祈りが込められております。
　　二階名誉会長が「観光は平和産業」と提唱されるように、観光は平和の時のみ花開く産業であります。私たちは、
コロナ禍・大規模災害・国家間での対立など、潮が引くように旅行者が皆無となる様を目の当たりにしました。国難と
もいえる未曾有の危機を乗り越えた今、観光産業は、インバウンド急増によるオーバーツーリズムが社会問題となる
など、嬉しい悲鳴のごとく捉えられておりますが、旅行業を生業とするANTA会員にあっては、主要顧客の団体旅
行需要が低迷する中、物価高騰の波が押し寄せ、人手･人材不足など諸問題が山積し、地方･地域はさらに深刻
さが増しております。
　　豊富な観光資源に恵まれた当地･奈良といえども、その例外ではなく、多くの旅行者は奈良の中心エリアだけを日
帰り旅行で済ませる傾向が大きな課題となっています。奈良観光の魅力を理解するには、県内各地の旅を奥深く堪
能してこそ、未知の発見と秘められた真価に気付くことができます。本フォーラムのテーマ「建国の地 奈良からふた
たび」は、新たな観光立国へ歩み始める再出発にふさわしい日本原点の地において、各地域が抱える課題を共有
し、「地域創生の宝」を発掘する絶好のビジネスチャンスとしていただき、5400社の会員ネットワークを最大限に活か
し全国波及させる発信地としたい、そのような願いも込められております。この度の奈良フォーラムの開催が会員の
皆様にとって、お互いを高め合い、共存共栄する実り多き有意義な場となることを大いに期待いたします。
　　結びに、奈良の観光の益々のご発展と一層の飛躍、そして本日お集まりの皆様のご健勝とご隆盛を心より祈念い
たしまして、私からの御挨拶とさせていただきます。

第20回 国内観光活性化フォーラム in なら

近藤 幸二

一般社団法人全国旅行業協会
会長

　本日、「第20回 国内観光活性化フォーラムinなら」が盛大に開催されますことを
心よりお慶び申し上げます。また、日頃より我が国の観光の振興に多大な貢献をい
ただいている一般社団法人全国旅行業協会及び会員各社の皆様、そして今回
の開催にご尽力いただきました奈良県、奈良市をはじめ、日頃ご協力いただいて
いる全国の自治体及び関係者の皆様に感謝申し上げます。
　　今回の開催地である奈良県は、かつて日本の都が置かれた歴史ある地域であ
り、聖徳太子によって建立された法隆寺や古都奈良の文化財である東大寺や春
日大社のほか、紀伊山地の霊場と参詣道といった世界遺産が多数あります。また、
清酒発祥の地であるとともに、柿の葉寿司や大和野菜を活用した郷土料理など
食の面においても話題が豊富であり、大変魅力的な観光地であると感じており
ます。
　　さて、2025年の訪日外国人旅行者数は過去最速で推移しており、観光は力強
い成長軌道に乗っているものと受け止めております。こうした観光の恩恵が全国
津々浦々に行き渡るよう、地域のことを熟知されている貴協会会員をはじめとした
旅行会社の皆様が、先頭に立って地域の観光振興の実現に取り組まれることをご
期待申し上げます。
　　観光は我が国の成長戦略の柱、地域活性化の切り札です。観光庁では、観光
立国の実現に向けて必要な施策を盛り込んだ新たな「観光立国推進基本計画」
を今年度末までに策定してまいります。
　　本日参加されている皆様におかれましては、今回のフォーラムを通じて得た知見
をもとに、地域の関係者と連携しながら地域における宿泊や食といった文化や自
然の魅力、価値を向上させ、地域の観光振興に是非ともつなげていただきたいと
思います。
　　また、2027年３月に横浜市で国際園芸博覧会（GREEN×EXPO2027）が開催
されます。貴協会会員をはじめとした旅行会社の皆様には、花と緑の万博を機に、
たくさんの方々に日本各地へ足を延ばしていただけるよう、魅力ある旅行商品の
造成へのご協力をお願い申し上げます。
　　結びに、今回のフォーラムの成功と、観光振興と地域の観光活性化に携わる全
ての関係者の皆様方の益々のご発展を祈念いたしまして、私の挨拶とさせていた
だきます。

村田 茂樹様

観光庁長官
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　本日、「第20回 国内観光活性化フォーラムinなら」が盛大に開催されますことを
お慶び申し上げますとともに、全国各地から奈良へお越しくださいました皆様を心
から歓迎いたします。
　　一般社団法人全国旅行業協会の皆様におかれましては、地域社会に密着しな
がら、旅行業者等に対する研修や指導、苦情解決、旅行業の健全な発達を図る
ための調査・研究・広報など、旅行業法に定められている様々な業務を円滑に遂
行し、旅行者の安全の確保に長年努めていただいていることに、深く敬意を表し
ます。
　　近年、観光を取り巻く環境は、国内外ともに大きく様変わりしています。新型コロ
ナウイルス感染症の流行と収束、インバウンド需要の急回復や円安による購買力
増大、さらに観光DXの進展や旅行者ニーズの多様化など、観光業界においても、
いわゆるVUCA（変動性・不確実性、複雑性、曖昧性）の時代を迎えています。
　こうした中で、旅行業界は、時代の変化に柔軟に適応し、多様な旅行者の期待
に応えるとともに、地域の魅力を磨き上げ、日本の観光の未来を切り拓いておられ
ます。まさに、皆様一人ひとりの努力と創意工夫が、この業界を力強く支えているの
だと改めて感じております。
　　奈良は「法隆寺地域の仏教建造物」、「古都奈良の文化財」、「紀伊山地の霊
場と参詣道」の３つの世界遺産、国宝・重要文化財など歴史的・文化的資源を豊
富に有し、奈良公園をはじめ、吉野山、大台ヶ原、山の辺の道などの自然にも恵ま
れており、魅力的な歴史・文化と豊かな自然が共存する地となっています。また、日
本列島の中心部において、はじめて中央集権体制に基づく宮都が誕生したことを
示す、比類のない文化遺産である「飛鳥・藤原の宮都」の世界遺産登録への期
待も高まっています。
　　「建国の地奈良からふたたび」をスローガンに開催される本フォーラムを契機と
して、日本の原点であるこの奈良の魅力的な歴史・文化、豊かな自然を存分に知っ
ていただき、皆様による情報発信や旅行商品の造成などを通して、多くの方々の
来訪に繋がることを期待しておりますので、お力添えを賜りますようお願い申し上
げます。
　　結びに、本フォーラムの開催に当たり御尽力いただきました関係者の皆様に感
謝申し上げますとともに、一般社団法人全国旅行業協会の益々の御発展と御参
加の皆様方の御健勝を心から祈念申し上げ、挨拶とさせていただきます。

第20回 国内観光活性化フォーラム in なら

奈良県知事

山下 真様

　「第20回 国内観光活性化フォーラムinなら」が、奈良市において盛大に開催さ
れますことをお喜び申し上げますとともに、全国各地からお越しいただいた皆様を
心より歓迎いたします。
　　一般社団法人全国旅行業協会の皆様におかれましては、地域の観光資源の
発掘や新しい観光商品の開発等、旅行需要の拡大に向けた取組を通し、地域経
済の活性化に多大なるご貢献を賜り、深く敬意と感謝を申し上げます。
　　さて、昨年開催されました大阪・関西万博では、大盛況のうちに閉会を迎え、期
間中には多くの国内外の方々に奈良を訪れていただきました。
　　しかしながら、一過性の集客で終わらせるのではなく、継続的な広域連携による
観光活性化の具体的な施策を形にしていくことが、我々の責務だと感じております。
　　奈良市におきましては、観光を地域の豊かさに資する持続可能な産業として発
展させていくことを目指し、奈良市「持続可能な観光」アクションプランを策定いた
しました。
　　本アクションプランでは、市内の自然環境や生物多様性の維持・保全をはじめ、
歴史的・文化的・美術的に重要な有形・無形の資源を将来にわたって継承しなが
ら、その高付加価値化を図り、長期的に持続可能な経済運営を行っていくために
必要な取組を提示しております。
　　市、観光協会、関連事業者、そして市民の皆様とともに、官民一体となって、観
光の質の向上と持続性の確保に取り組んでいるところです。
　　こうした中、全国の旅行業に携わる皆様が一堂に会し、本フォーラムが開催され
ますことは、国内観光の更なる活性化に繋がるとともに、奈良市の魅力を全国にＰ
Ｒするまたとない機会であります。奈良市は、8つの資産で構成される世界文化遺
産「古都奈良の文化財」や奈良町などの観光地を有するなど、歴史や文化の街
として知られておりますが、奈良が発祥の地とされている「日本酒」や「奈良漬」と
いった伝統的な食文化や「ラーメン」や「かき氷」などの新たな食文化が交差する
食の魅力溢れる街でもあります。ご参会の皆様には、奈良市のＰＲと観光振興によ
り一層のお力添えを賜わりますようお願い申し上げます。
　　結びに、本フォーラムのご盛会と貴協会のますますのご発展を祈念申し上げま
すとともに、本フォーラムの開催にあたりご尽力を賜わりました関係者の皆様に心よ
り感謝を申し上げ、お祝いの言葉といたします。

仲川 げん様

奈良市長
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　「第20回 国内観光活性化フォーラム」がここ奈良県において盛大に開催されま
すことを心よりお慶び申し上げますとともに、一般社団法人全国旅行業協会の近
藤会長様をはじめ、地元実行委員長の中島奈良県支部長様及び各役員並びに
事務局の皆様の多大なるご尽力に対しまして、深く敬意を表したいと存じます。
　　さて、我が国の観光業界は、コロナ禍から脱却し、国内旅行需要とインバウンド
観光需要に牽引され、その経済活動は確実に伸長しております。昨年は、物価高
騰が続く中、大阪・関西万博も盛況を博し、旅行意欲は着実に高まりを見せており、
今後も継続拡大することを大いに期待しております。また、並行して持続可能な観
光の実現や地方創生に取り組んでいくことが重要になっておりますことから、弊社
においても昨年より地域創生室を設置し、地域観光の活性化に取り組んでいると
ころであります。
　　このような中、弊社におきましては、基幹事業である「全旅クーポン」において
「ANTA-NET」システムの機能拡充やセキュリティ強化等により、クーポン会員様・
受入施設様に対する利便性・安全性を向上するように取り組んでおります。また、全
国各地の着地型旅行「地旅」と「地産品」が購入できる販売サイト「GOORBY」の
掲載商品の増大、クレジットカード決済サービス「全旅ペイメント」の利用対象者の
拡大やVCN決済の導入、さまざまな大会（MICE）の申込受付から参加者管理・
決済機能まで自動化するシステム「マルっとペイ」等のサービスを提供することによ
り、ＡＮＴＡ会員の皆様のメリットとなる多くの施策を推進しているところであります。
　　今後も、弊社はANTA会員の皆様をはじめ、広く観光業界に貢献出来る事業
を展開して参る所存でございますので、引き続きご愛顧賜りますよう、宜しくお願い
申し上げます。
　　結びに、本フォーラムにご尽力いただきました関係者の皆様に心から敬意と感
謝を申し上げますとともに、奈良県の観光振興並びにご参加の皆様の益々のご発
展をお祈り申し上げます。
　 

株式会社全旅
代表取締役社長

中間 幹夫

　日本建国の地「いにしえの都」奈良へ、ようこそおいでくださいました。
　「第20回 国内観光活性化フォーラムinなら」地元実行委員会を代表いたしまし
て深く感謝し、心より歓迎を申し上げます。
　　まず以って、第20回の節目に当たるべく記念すべき大会を、10年ぶりに関西の
地、“日本のはじまりの地” 奈良で建国記念日の２月11日に開催させていただけたこ
とは、ひとえに皆様方のご理解があってのことであり、私ども地元実行委員会のメ
ンバー全員が開催できる喜びと誇りを持って、準備を進めてまいりました。
　　今回、メイン会場となります古都奈良は、まさに世界遺産そのものの街です。そし
て、神の使いである野生の鹿たちが臆すること無く自由に歩き、人 と々普通にすれ
違う光景、そのような街は、世界中どこにもありません。このような関係に至るまで、
実に1300年以上の時間を要してまいりました。歴史ロマン漂う古都、古代から脈々
と受け継がれてきた文化が今も生き続ける街、“心のふるさと”として存在し続ける

奈良で、日本の原点を感じ、旅行の価値を見出し、未来へ向かってANTAの存在意義を掴み取る機会のフォーラ
ムになることを信じております。
　　奈良は本年、金魚の名産地として全国に知られる大和郡山市とゆかりの深い豊臣秀長を主人公にしたNHK大
河ドラマ「豊臣兄弟！」が１月からスタートしており、３月には大河ドラマ館もオープンいたします。大和郡山の地が今
まさにフォーカスされ、県内外の皆様をお迎えする絶好のチャンスとなっております。
　　さらに何よりも「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」がイコモスによる現地調査を終え、今夏の世界文化遺産と
しての登録結果を待つばかりです。世界遺産に認定されますと奈良県は、国内で唯一、４ヶ所の世界遺産（法隆寺
地域の仏教建造物、古都奈良の文化財、紀伊山地の霊場と参詣道の３ヶ所は既に世界文化遺産に認定）を有す
る都道府県となります。初代天皇である神武天皇が新暦の２月11日（旧暦では弥生時代の紀元前660年１月１日）に
橿原宮で即位されて以来、古墳・飛鳥・奈良時代と日本を形作ったまさに日本の中の日本に他ならないことが証明さ
れます。かつて政治・経済・文化の中心であった我が国始まりの地を世界に伝え未来につなぎ、そして、世界の真ん
中で咲き誇る日本をふたたび取り戻すため、“魅せる奈良”プロジェクトを本日このフォーラムを起点にスタートさせて
いただきたいと存じます。
　　裾野が広い観光産業は、地方創生の原動力であり、その活性化は、地域と中小企業に直結します。フォーラム開
催を通じて、産官学のネットワークを構築し、より連携を密にして、伝統文化や産業、食や自然・歴史など地域の観光
資源を深掘りし、その中で再発見した新たな魅力を多くの事業者がビジネスモデルとして確立させ、発信して行く、
そのような形こそが「国内観光活性化フォーラム」のあり方であり、原点であることに間違いありません。
　　この度、多くの皆様方と奈良の地でお会いでき、奈良の魅力を、より深く知ってもらえる機会をいただいたことをた
いへん嬉しく思っております。ぜひとも、奈良の夜・朝の奈良の楽しみ方・過ごし方も感じ取ってもらい、ふたたび奈良
の地を訪れるきっかけにもしていただきたいと考えております。
　　最後に、本フォーラムを開催するにあたり、奈良県・奈良市をはじめとした関係行政機関の皆様方に多大なるご尽
力を賜りましたことに深く感謝申し上げますと共に、全国のANTA会員ならびに本日ご参集の皆様方の益々のご健
勝とご活躍をお祈り申し上げ、感謝の言葉に代えさせていただきます。

中島 昭人

一般社団法人全国旅行業協会
近畿地方支部長連絡会議長
奈良県支部長　地元実行委員長
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①フォーラム会場 ： なら１００年会館
フォーラム大会シンポジウム・展示ブース　　　  主催：本部実行委員会
所在地：〒630-8121　奈良市三条宮前町７－１
日　時：令和８年２月11日（水・祝）

10：00～
10：30～17：10

12：00～12：45
12：30～12：55
12：55～13：00

13：00～13：05
13：05～13：15
13：15～13：20
13：20～13：25
13：25～13：30
13：30～13：40
13：40～13：45
13：45～14：35
14：35～14：40
14：40～14：50
14：50～15：00
15：00～15：40

15：40～16：30

　

16：30～16：35
16：35～16：40
16：40～16：45

16：45～16：50
17:10

受付開始 
展示ブースの出展 
 
  
開場 
オープニングアトラクション  倭-YAMATO（和太鼓集団） 
舞台転換 
開会式（35分） 
①開会宣言　　　　地元実行委員会　　　　　　　　　委員長　中島　昭人 
②主催者挨拶　　（一社）全国旅行業協会　　　　　　会　長　近藤　幸二 
③来賓挨拶　　　　観光庁長官　　　　　　　　　　　　　　　村田　茂樹  様 
④歓迎挨拶　　　　奈良県知事　　　　　　　　　　　　　　　山下　　真  様 
⑤歓迎挨拶　　　　奈良市長　　　　　　　　　　　　　　　　仲川　げん  様
⑥来賓・主催者紹介　　　　　　　　　　　　　　　
舞台転換 
基調講演　　　　　奈良県立大学客員教授（春日大社元権宮司）岡本　彰夫  様 
舞台転換 
東京都送客キャンペーン優秀会員表彰　本部実行委員会委員長　吉村　　実 
旅行企画学生発表（観光を学ぶ奈良女子大学学生と奈良県旅行業協会との連携）　 
展示ブース見学 
奈良県観光PRの上映　（～舞台転換） 
パネルディスカッション「奈良の魅力を大いに語る」
　パネリスト　　　奈良県立大学客員教授（春日大社元権宮司）岡本　彰夫  様 
　　　　　　　　　ノブレスグループ代表　　　　　　　　　　川井　徳子  様 
　　　　　　　　　奈良県酒造組合会長　　　　　　　　　　　北岡　　篤  様 
　　　　　　　　　奈良県旅館・ホテル生活衛生同業組合理事長 伊藤　隆司  様 
　　　　　　　　　奈良県ビジターズビューロー専務理事　　　竹田　博康  様
コーディネーター　㈱トラベルニュース社社長　　　　　　　　奥坊　一広  様 
舞台転換 
奈良県送客キャンペーンの提案 （一社）全国旅行業協会 副会長　村山　吉三郎
次回開催地引継式　 
　　　　　　　　　近畿地方支部長連絡会　　　　　　議　長　中島　昭人　 
　　　　　　　　　東北地方支部長連絡会 議　長　菊地　　洋 
閉会挨拶　　　　（一社）全国旅行業協会　　　　　　副会長　松嶋　　洋
展示ブース終了予定 

２５分
５分

５分
１０分
５分
５分
５分
１０分
５分
5０分
５分
１０分
１０分
４０分

5０分

５分
５分
５分

５分

時　　間 LAP 内　　　　　　容

時　　間 LAP 内　　　　　　容

大会次第

②懇親会会場 ： ホテル日航奈良
懇親会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  主催：地元実行委員会
所在地：〒630-8122　奈良市三条本町８－１
日　時：令和８年２月11日（水・祝）
参加費：１５，０００円（税込）

17：20～17：40
17：40～18：00

18：00～19:55

19：55～20：00

懇親交流会受付　　　歓迎アトラクション（天理高校雅楽部演奏） 
開会式 
①開会宣言　　 地元実行委員会　　　　　委員長　　　　　中島　昭人 
②主催者挨拶　（一社）全国旅行業協会　会　長　　　　　近藤　幸二 
③共催者挨拶　（株）全旅　　　　　　　代表取締役社長　中間　幹夫  様　 
④歓迎挨拶　　 奈良県副知事　　　　　　　　　　　　　　西村　高則  様  
⑤乾杯挨拶　　（一社）日本旅行業協会 　副会長　　　　　小谷野 悦光 様 
ご歓談 
アトラクション　OSK日本歌劇団OGによるレビュー　古代絵巻
閉会式　　　　（一社）全国旅行業協会 　副会長　　　　　吉村　　実 

２０分
２０分

115分

５分

時　　間 LAP 内　　　　　　容

大会次第
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　奈良には縄文・弥生・古墳時代など文明の変遷が今

に伝わり、神話と歴史が重層的に残る稀有な地域です。

奈良は日本酒・清酒発祥の地として、その土地ならでは

の食文化や食材、歴史、風土を深く体験する観光の形

であるガストロノミーツーリズムの推進が期待されると

ころです。ヨーロッパの模倣ではなく、日本独自の食文

化や精神を発信することで地域経済の活性化や持続可

能な観光にもつながると思っています。

　国内外で広く認知された持続可能な開発目標である

ＳＤＧｓは、2015年までに開発途上国が達成すべき8つの

国際目標「ＭＤＧｓ（ミレニアム開発目標）」から発展し

たものです。このＭＤＧｓには、持続可能な開発の創り手

を育む教育の「ＥＳＤ」という考えがありますが、この教

育システムは当時ユネスコにいた日本人の専務理事が

主導して推進したものです。

―ＥＳＤの根本的なところは日本から始まったというこ
となんですね。
　このＥＳＤのハブ拠点は日本に8カ所あり、奈良教育大

学もその一つです。ユネスコが認定する学校の国際ネ

ットワーク「ユネスコスクール」に日本で最初に加盟し

た大学が奈良教育大学です。

　2０2０年に奈良教育大学を中心に県、市と協力し「奈

良新しい学び旅推進協議会」を立ち上げ、修学旅行生

をターゲットに奈良でＳＤＧｓを学ぶ「奈良ＳＤＧｓ学び

旅」を開発しました。これは奈良の地域資源を教材とし

て活用し、1300年以上にわたる奈良の歴史や文化遺産

をＳＤＧｓの視点で学習・体験することで「持続可能な社

会の作り手の育成」に寄与する学習プログラムです。

　地域の歴史文化資源を活用しＳＤＧｓの視点を盛り込

んだ着地型観光商品の造成に取り組んだことが評価さ

れ、2024年に515の商工会議所が加盟する日本商工会議

所主催の「全国商工会議所きらり輝き観光振興大賞」を

受賞しました。

　話は前後しますが、2022年に奈良で国際的なガスト

ロノミーツーリズムのフォーラムが開催され、それに連

動して「日本の食の聖地巡礼・Ｎａｒａ推進プロジェクト」

を立ち上げました。コンセプトは「日本の食のルーツ・Ｄ

ＮＡは奈良にあり」として、奈良の新しいブランドイメー

ジの構築に向けた取り組みです。日本の食文化の起源

の多くが今も息づく奈良県を「食の聖地」と位置づけ、

奈良のガストロノミ―ツーリズムを展開することで、持

続可能な観光産業の活性化を図ろうというものです。

　すでに酒造りの神様として知られる大神（おおみわ）

神社からスタートし清酒発祥の地・正暦寺（しょうりゃく

じ）で精進料理や酒を楽しむガストロノミーツアーなど

を実施しました。

―いまお話しになられたガストロノミーツーリズムやＥ
ＳＤの考えは、今回の奈良開催で20回目の節目を迎える
国内観光活性化フォーラムが当初開催のテーマに掲げ
ていた着地型旅行商品（地旅）に通じるものだと感じま
した。
　奈良ＳＤＧｓ学び旅を学生だけでなく、訪日客や一般

客に向けたツアー商品として活用し、奈良県全体の観

光振興につなげていければと思っています。持続可能

な社会づくりは子どもだけでなく、大人も学ぶべき重要

な課題ですので、奈良にお越しいただいた方がＥＳＤを

体験し、その学びから日々の行動が変わることで協働・

共創社会へとつながればと思っています。ＡＮＴＡ会員

の皆さんとも一緒に進めていくことができれば心強い

です。

川井 徳子さん
ノブレスグループ代表

日本文明
始祖の地で
取り組むＥＳＤ

巻頭
インタビュー

　関西で宿泊・飲食・物販など多様な観光事業を展開

するノブレスグループ代表の川井徳子さんに地元奈良

の観光への思い、ご自身が積極的に取り組まれている

持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）に関するお考え

を伺いました。

―奈良への思いをお聞かせください。
　現在、世界各地で戦争が頻発しており、成熟した理解

と平和への努力が求められています。日本は江戸時代

の270年間の平和、いわゆる「パックス・トクガワーナ」

を実現した歴史を持ち、聖徳太子の「和をもって尊しと

なす」精神が平和思想の根幹となっています。江戸時

代の平和は、幕府大目付だった柳生宗矩が参勤交代な

ど幕藩体制の基礎を築いたことによって実現しました。

柳生宗矩、聖徳太子とも奈良に深い縁をもった人物でも

あります。この歴史的平和の知見は、国際貢献やソフト

パワーとして世界に発信できる重要な資産です。

　観光は「国の光」を見せるものであり、奈良は日本文

明の始祖の地として歴史・文化の原点を担っています。

その意味で奈良・大和を知らないと日本の原点がわか

らなくなります。
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の食文化や食材、歴史、風土を深く体験する観光の形

であるガストロノミーツーリズムの推進が期待されると

ころです。ヨーロッパの模倣ではなく、日本独自の食文

化や精神を発信することで地域経済の活性化や持続可

能な観光にもつながると思っています。

　国内外で広く認知された持続可能な開発目標である

ＳＤＧｓは、2015年までに開発途上国が達成すべき8つの

国際目標「ＭＤＧｓ（ミレニアム開発目標）」から発展し

たものです。このＭＤＧｓには、持続可能な開発の創り手

を育む教育の「ＥＳＤ」という考えがありますが、この教

育システムは当時ユネスコにいた日本人の専務理事が

主導して推進したものです。

―ＥＳＤの根本的なところは日本から始まったというこ
となんですね。
　このＥＳＤのハブ拠点は日本に8カ所あり、奈良教育大

学もその一つです。ユネスコが認定する学校の国際ネ

ットワーク「ユネスコスクール」に日本で最初に加盟し

た大学が奈良教育大学です。

　2０2０年に奈良教育大学を中心に県、市と協力し「奈

良新しい学び旅推進協議会」を立ち上げ、修学旅行生

をターゲットに奈良でＳＤＧｓを学ぶ「奈良ＳＤＧｓ学び

旅」を開発しました。これは奈良の地域資源を教材とし

て活用し、1300年以上にわたる奈良の歴史や文化遺産

をＳＤＧｓの視点で学習・体験することで「持続可能な社

会の作り手の育成」に寄与する学習プログラムです。

　地域の歴史文化資源を活用しＳＤＧｓの視点を盛り込

んだ着地型観光商品の造成に取り組んだことが評価さ

れ、2024年に515の商工会議所が加盟する日本商工会議

所主催の「全国商工会議所きらり輝き観光振興大賞」を

受賞しました。

　話は前後しますが、2022年に奈良で国際的なガスト

ロノミーツーリズムのフォーラムが開催され、それに連

動して「日本の食の聖地巡礼・Ｎａｒａ推進プロジェクト」

を立ち上げました。コンセプトは「日本の食のルーツ・Ｄ

ＮＡは奈良にあり」として、奈良の新しいブランドイメー

ジの構築に向けた取り組みです。日本の食文化の起源

の多くが今も息づく奈良県を「食の聖地」と位置づけ、

奈良のガストロノミ―ツーリズムを展開することで、持

続可能な観光産業の活性化を図ろうというものです。

　すでに酒造りの神様として知られる大神（おおみわ）

神社からスタートし清酒発祥の地・正暦寺（しょうりゃく

じ）で精進料理や酒を楽しむガストロノミーツアーなど

を実施しました。

―いまお話しになられたガストロノミーツーリズムやＥ
ＳＤの考えは、今回の奈良開催で20回目の節目を迎える
国内観光活性化フォーラムが当初開催のテーマに掲げ
ていた着地型旅行商品（地旅）に通じるものだと感じま
した。
　奈良ＳＤＧｓ学び旅を学生だけでなく、訪日客や一般

客に向けたツアー商品として活用し、奈良県全体の観

光振興につなげていければと思っています。持続可能

な社会づくりは子どもだけでなく、大人も学ぶべき重要

な課題ですので、奈良にお越しいただいた方がＥＳＤを

体験し、その学びから日々の行動が変わることで協働・

共創社会へとつながればと思っています。ＡＮＴＡ会員

の皆さんとも一緒に進めていくことができれば心強い

です。

食の聖地“奈良”を
体感するツーリズム

　関西で宿泊・飲食・物販など多様な観光事業を展開

するノブレスグループ代表の川井徳子さんに地元奈良

の観光への思い、ご自身が積極的に取り組まれている

持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）に関するお考え

を伺いました。

―奈良への思いをお聞かせください。
　現在、世界各地で戦争が頻発しており、成熟した理解

と平和への努力が求められています。日本は江戸時代

の270年間の平和、いわゆる「パックス・トクガワーナ」

を実現した歴史を持ち、聖徳太子の「和をもって尊しと

なす」精神が平和思想の根幹となっています。江戸時

代の平和は、幕府大目付だった柳生宗矩が参勤交代な

ど幕藩体制の基礎を築いたことによって実現しました。

柳生宗矩、聖徳太子とも奈良に深い縁をもった人物でも

あります。この歴史的平和の知見は、国際貢献やソフト

パワーとして世界に発信できる重要な資産です。

　観光は「国の光」を見せるものであり、奈良は日本文

明の始祖の地として歴史・文化の原点を担っています。

その意味で奈良・大和を知らないと日本の原点がわか

らなくなります。

ノブレスグループが運営する奈良ロイヤルホテル

川井 徳子（かわい・のりこ）さん
Profile

　不動産業、ホテル業など複数の会社を束ねるノブ
レスグループ代表。立命館大学文学部で西洋史を学
び、父親の会社を引き継いで事業再生や観光事業な
どで会社を成長させる。ソーラー事業を通じて再生
可能エネルギーの普及や「何有荘」プロジェクトなど
で歴史的建造物や庭園の保存など環境への配慮、地
域の歴史・文化を次世代に伝える活動に努めてい
る。持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）にも力を
入れ、地域の持続可能な未来を築くための教育活動
を推進している。奈良教育大学と連携開発の「奈良Ｓ
ＤＧｓの学び旅」は2024年度「全国商工会議所きらり
輝き大賞」を受賞した。
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　大神（おおみわ）神社のご神体である三輪山は、酒の

元となる「みむろ（実醪）」に通じ、「うま酒みむろの

山」として酒の神様を祀り酒造のルーツとしての信仰を

集めています。春日大社では古くから濁り酒が造り続け

られていますし、奈良全体が日本酒と深いつながりがあ

ります。奈良酒は室町時代に全盛期を迎えましたが、戦

国時代でも織田信長が「大和の酒が一番おいしい」と言

ったと「信長公記」に書かれています。安土城に徳川家

康を招き、その接待役だった明智光秀が失態で信長に

折檻される有名な話があります。これが本能寺の変のき

っかけになったと言われていますので、歴史が転換する

場面に奈良酒が登場していたというのは興味深いです。

　ただ、江戸時代までは奈良の酒が一番いいと言われ

ていたのですが、酒造りが瓶から桶へと変わり大量に仕

込めるようになり、兵庫県の伊丹が江戸時代初期に清酒

の大量技術を確立したので「清酒発祥の地」といわれて

います。その後、流通経路が変わり、奈良では地元で飲

む酒しか造られなくなっていくんです。そこで登場した

のが、酒蔵が造った酒を別の酒蔵に販売する商慣習「桶

買い・桶売り」です。有名な銘柄を造る酒蔵が生産量を

増やす手段として生まれ、奈良の酒蔵の多くが灘や伏見

を中心に桶売りへ移行し2010年ごろまで続いていたと記

憶しています。

　桶買いをした酒蔵の酒と桶売りした酒蔵の酒をブレン

ドする技術はものすごい技術だと思うのですが、マスコ

ミから「悪」と叩かれ衰退傾向になっていきます。とどめ

となったのは阪神淡路大震災です。桶買いをしていた

灘の酒蔵が震災からの復興で桶買いをやめていきまし

た。奈良の酒蔵は廃業するのか、自ら銘柄を作って酒造

りを続けるのか決断に迫られることになりました。

　そうした中で、自分たちで銘柄を作ろうと有志でブラ

ンド化に取り組み現在の奈良酒があるんです。40年前、

酒蔵は60社ほどありましたが、現在は自分で田植えをし

て米作りから酒を造っているところなど26社がそれぞれ

こだわりを持って根強くやっています。奈良酒は多様性

があり面白いと言われますが、多様すぎて商品の品質や

評価を得る地理的表示ＧＩが取れないということもあるん

です。

―奈良酒は一つのＧＩで括れないほど特徴ある個性豊
かなお酒ということなんですね。
　県内の酒蔵は奈良市に3軒、生駒市に3軒、郡山市に1

軒、天理市に1軒、桜井市に2軒、葛城市に1軒といったよ

うに点在しています。各蔵元は独自の酵母や技術で多

様な味わいを追求していて、特徴ある酒を造っていま

す。奈良酒はその「多様性」が評価されているのではな

いでしょうか。

―酒蔵ツーリズムに取り組めますね。
　貸切バス対応の駐車場を持っているのは3軒くらいな

ので、マイクロバスやジャンボタクシーを使い20人くら

いまでなら対応できると思います。点在している酒蔵の

近くには世界遺産がありますから、奈良の酒蔵ツーリズ

ムは世界遺産がセットという奈良らしいものになります。

農泊や地元の食材を使って美味しい料理を出してくれる

店も増えていますし、それぞれ趣の違った酒蔵ばかりで

すから、奈良の酒蔵ツーリズムは面白いと思います。

―奈良県旅行業協会に酒蔵ツーリズムの着地型商品
を造成してほしいですね。
　酒蔵ツーリズムを行うとなると各酒蔵に見学に関する

再調査が必要ですので、協力させていただきたいと思

います。

　「日本清酒発祥の地」である奈良。奈良で造られる酒

は「奈良酒」と呼ばれ、酸味とうまみが効いた濃厚甘口

の味わいが特徴といわれます。奈良市の正暦寺（しょう

りゃくじ）で清酒の原型となる技術が確立され、近代醸

造法の基礎が築かれました。現在26ある蔵元を束ねる

奈良県酒造組合会長の北岡篤さんに奈良酒についてお

聞きしました。

―奈良県は日本清酒発祥の地ですが、日本酒発祥の
地を名乗る地域がいくつもあるのはなぜですか。
　「古事記」に登場するヤマタノオロチは「八塩折之酒

（やしおりのさけ）」という強い酒を大量に飲んで酔い

つぶれ、スサノオノミコトに退治されました。そこで、日

本で最初にお酒が登場する物語ということから島根県の

出雲が「日本酒発祥の地」を名乗っておられます。

　室町時代に正暦寺で諸白・元立て・三段仕込み・絞

り・火入れの5つの基礎技術が確立されました。現在で

も酒造りは同じ方法で行われており、近代醸造の基礎は

奈良で確立されたことから、奈良は「日本清酒発祥の

地」と名乗ることになりました。清酒を作る時にできる

酒粕は、奈良漬を誕生させました。

北岡 篤さん
奈良県酒造組合会長

日本清酒
発祥の地・
奈良をめぐる
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を造成してほしいですね。
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“奈良酒”の
酒蔵ツーリズム確立

正暦寺にある「日本清酒発祥之地」の碑

北岡 篤（きたおか・あつし）さん
Profile

　奈良県酒造組合会長。1956年5月、奈良県吉野町
生まれ。79年に東京大学農学部農芸学科、81年に東
京大学農学部林学科を卒業。81年に株式会社北岡本
店で専務取締役に就任、87年に代表取締役社長に就
き現在に至る。これまで社団法人吉野青年会議所理事
長、吉野町議会議員（2期8年）、吉野町長（3期12年）を
歴任。奈良県酒造組合会長は2023年に就任した。
　父・北岡茂さんは吉野町長、祖父・北岡惣太郎さん
は上市町長を務めた。兄・北岡伸一さんは東京大学名
誉教授でＪＩＣＡ特別顧問。
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いわゆる自己責任ということになっています。

　さらに、宿泊業にとって後継者問題は深刻です。高

齢者も多く倒産よりも廃業が目立ちます。これは奈良

に限った話ではなく、土地や建物は所有し続けて管理

や販売は別の事業者というケースも出てきています。

また、奈良は宿泊施設が足らないと言われてきました

が現在はホテル建設ラッシュで、それだけの数が必要

なのかと思うぐらいです。以前はビジネスホテル系の

新設が主でしたが、ここ最近はラグジュアリー系ホテ

ルが増えています。しかもホテルは大浴場や畳を設け

旅館化し、旅館も客室にベッドを置いたりするなどホ

テル化し同じ客層で競合するようになっています。

　奈良や京都は修学旅行のシェアが高いんですが、若

い世代が減少していくスピードを考えると修学旅行に

頼ってばかりはいられません。奈良の修学旅行は中学

3年生が多く、彼らが生まれた15年前の出生数は108万

人で、24年の出生数は68万人にまで減少しており、減

少率でいうと15年後には6割しか来ていただけないこ

とになります。この減少速度からすると修学旅行に限

らず、国内旅行の地域間競争への取り組みも一考する

必要性を感じています。

　県内157施設が加盟している奈良県旅館・ホテル生

活衛生同業組合。2024年には県内の延べ宿泊者数が

09年の調査開始以降初めて300万人の大台を突破し、

約330万人に達しました。同組合理事長の伊藤隆司さ

んに、奈良県内の宿泊需要の現況と奈良県旅行業協会

との連携についてお話しを伺いました。

―奈良県の宿泊業を取り巻く変化をどう感じていま
すか。
　今、宿泊施設への送客は従来のリアルの旅行会社か

らオンライントラベルエージェント（ＯＴＡ）中心に構

造変化が起こっています。かつては旅行会社が宿をラ

ンクづけし、企画プランの提示や料金設定をして我々

もそれに従うしかなかったのですが、ＯＴＡの台頭によ

って旅館が自ら料金を設定できるようになりました。

こちらが決めた料金で売れなければ料金を下げなけ

ればいけませんし、プランもすべて自分たちで企画し

決めなければならなくなりました。加えて、リアルエー

ジェントはお客様とのトラブルがあった場合、間に入

って仲裁してくれますが、ＯＴＡは宿を販売する場貸し

というスタンスなので、トラブルは宿側がすべて負う、

伊藤 隆司さん

奈良県旅館・ホテル
生活衛生同業組合理事長

旅行業協会と
連携し
“奈良”を商品化
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―奈良の宿泊客は関東が多いと聞きますが。
　圧倒的に関東が多いですね。それもリピーターが目

立ちます。大仏や鹿を見に来るとか観光目的ではなく、

意外と記念日旅行が増えています。家族の誕生日や祝

い事があったから旅行しようという感じなので、当館で

はケーキや集合写真撮影のサービスなどがある記念日

プランを作っています。また、最初から奈良公園に出掛

けようではなく、天気がいいから奈良公園にでもという

感覚です。一方で、全体の3割は関西のお客様なので、

もっと奈良で泊まっていただければと思っています。

―コロナ禍で県内旅行が推進された時、奈良県民を県
外へお連れする旅行会社と関東中心のお客様を受け入
れる旅館・ホテル組合が“お見合い”をして新たな関係を
構築する取り組みを始めましたが、その後はどうなって
いますか。
　コロナ禍が過ぎて通常に戻ると、結局以前のような

関係に戻ってしまっています。しかし奈良県の旅行会

社と旅館・ホテル組合が一緒になって奈良県の観光需

要を盛り上げることは、これからますます重要になっ

てくると思います。再度、仕切りなおしたいですね。今

回のフォーラムがいい機会ですので、ぜひお声かけい

ただければ。

　2026年はＮＨＫ大河ドラマ「豊臣兄弟！」で豊臣秀長

の居城だった郡山城がある大和郡山、世界遺産登録を

目指す「飛鳥・藤原の宮都」で明日香村、橿原市、桜

井市一帯など脚光を浴びるものがそろっています。バ

ス料金の値上げで遠方の旅行より近場旅行の方がツ

アーを作りやすいと聞いていますので、26年は奈良の

素材をぜひ商品化していただきたいですね。そのタイ

ミングで県内の旅館ホテルに泊まっていただき、奈良

県旅行業協会会員旅行会社の皆さんと一緒になって

奈良らしい商品を造っていければと思います。ＡＮＴＡ

奈良県支部の中島昭人支部長は「今回のフォーラムは

開催がゴールでなく、地域にお金が落ちる仕組みづく

りを行政、宿泊施設が連携して新たなビジネスモデル

をつくるスタートだ」と言われており、我々旅館・ホテ

ル組合もしっかりと連携をとっていきたいと思います。

国内旅行の
地域間競争に勝ち抜く

インバウンドと鹿で賑わう奈良公園

伊藤 隆司（いとう・たかし）さん
Profile

　奈良県旅館・ホテル生活衛生同業組合理事長。1964
年12月、奈良市生まれ。大学卒業後、東京ＹＭＣＡ国際
ホテル専門学校専攻科でホテル経営学を学び、89年4月
に株式会社飛鳥荘へ入社。2000年同社代表取締役に
就任、現在に至る。
　現在の主な公職は一般社団法人日本旅館協会常務
理事、一般社団法人日本旅館協会関西支部連合会副
会長、日本旅館協会奈良県支部支部長、公益財団法
人奈良市観光協会監事、奈良商工会議所常議員。
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　飛鳥・藤原の宮都は宮殿・官衙跡や仏教寺院跡、古墳など

19の資産で構成されています。これらの遺跡群は、のちの平

城京や平安京などにも多大な影響を与え、大きな文化的価値

を有していると評価されています。構成資産のいくつかをご

紹介します。

　構成資産の中で一番シンボリックな存在が国特別史跡に指

定されている「石舞台古墳」。乙巳の変（大化の改新）で中大

兄皇子らに暗殺された蘇我入鹿の祖父・蘇我馬子の墓と伝わ

る一辺約50メートルの方墳です。5メートル近い高さで奥行

きも8メートル弱という国内最大級の石室内に入ることがで

き、巨大な石を積み上げた古代の土木技術の高さを実感しま

す。入場料は300円で、近隣のバス駐車場は3千円。

　古墳では、戦後最大の発見として大きな注目を集めた「高

松塚古墳」の彩色壁画（国宝)のレプリカが展示されている高

松塚壁画館（入館料300円）をはじめ、特別史跡「キトラ古墳」

一帯は国営飛鳥歴史公園として整備され四神の館（無料）な

　奈良県明日香村、橿原市、桜井市の一帯に6世紀末から8世紀初頭にかけて、日本で

初めて成立した中央集権体制に基づく宮都が設けられました。今年夏には「飛鳥・藤原

の宮都」として世界文化遺産登録が予定されています。奈良県にはすでに「法隆寺地域

の仏教建造物」「古都奈良の文化財」「紀伊山地の霊場と参詣道」の3つの世界遺産が

あり、飛鳥・藤原の宮都が登録されると単独県では日本最多になります。2026年は世界

遺産ツーリズム、日本の始まりの地を巡る旅がブレークしそうです。

26年夏にも世界遺産登録
ど、古墳や壁画について学ぶことができる施設も明日香村内

に点在しています。

　「飛鳥寺（跡）」は、蘇我馬子の発願で建てられた日本最古

の本格的寺院です。本尊の銅造釈迦如来坐像（重要文化財）

は飛鳥時代に作られたもので日本最古の仏像。飛鳥大仏の

名で親しまれています。大仏様と対座でき、写真撮影も自由。

拝観料は500円です。すぐ近くには蘇我入鹿の首塚、蘇我氏

の邸宅があった甘樫丘があります。

　橿原市の「藤原宮」は、大和三山の香具山、畝傍山、耳成山

に囲まれた約1キロ四方の宮殿跡。当時の建物の場所を示し

た柱が建ち並んでいるほか、菜の花やコスモスが季節ごとに

咲き誇る藤原宮跡花園、藤原宮の復元模型や出土品を展示し

ている橿原市藤原京資料館なども見どころです。

　日本の始まりの地をより深く知ることができるボランティア

ガイドは、飛鳥観光協会（電話：0744-54-3240）、橿原市観光

協会（電話：0744-20-1123）へ。

「飛鳥・藤原の宮都跡」日本の始まり

キトラ古墳壁画体験館 四神の館

建物の柱が並ぶ広大な藤原宮跡 石舞台古墳の石室内やさしいお顔立ちの飛鳥大仏

秀長ゆかりの大和郡山市
　今年のＮＨＫ大河ドラマ「豊臣兄弟!」の主人公は天下人・秀吉の弟、豊臣秀長です。生涯、
秀吉の右腕として戦国期の天下統一を補佐し、秀長自身も大和（奈良県）・和泉（大阪府南
部）・紀伊（和歌山県）の三国を所領し「大和大納言」と称された大大名でした。今の奈良県
大和郡山市はその拠点。居城だった郡山城跡、当時の町割りがそのまま残る城下町など秀
長が基盤を整えたまちづくりは現代まで営々と続き、その功績は市民の皆さんが今も「秀長
さん」と親しみを込めて呼ぶほどです。秀長さんゆかりの大和郡山市を紹介します。

国史跡・郡山城跡を歩く
　郡山城は天正13年（1585年）、豊臣政権の拠点として
秀長が入城し本格的な城郭として整備されました。現在
の城跡は天守閣こそ残っていないものの、戦国時代の野
面積みの石が連なり国史跡に指定されています。
　天守台からは城下町と奈良盆地が望めます。追手東隅
櫓では、展覧会「秀長と郡山のあゆみ」が27年1月末まで
開かれています。郡山城跡とその周辺から出土した考古
資料を展示し、秀長が築城した実態や大和郡山の歴史
が体感できます。入館料は大人300円。

大河ドラマ館へ行こう
　「豊臣兄弟！ 大和郡山 大河ドラマ館」が3月2日から27
年1月22日まで、郡山城跡に近いDMG MORI やまと郡
山城ホールにオープン。ドラマで用いた衣装や小道具を
はじめ、オリジナル映像や特集パネルなどを通して「豊臣
兄弟！」の世界観を期間限定で展示します。
　15人以上が団体扱いで、団体予約サイト（https://re
serva.be/yamatokoriyama0302）から事前予約制。
団体入場料は大人500円、小人250円。貸切バス駐車場
は2カ所あり無料です。なお、開館は10－17時まで。

ぶらり歴史感じる城下町
　郡山の城下町は「箱本十三町」と呼ばれています。城下
町に有力な商工業者を集めるため秀長は自治権や独占
営業権を与え、明治までその権利は続きました。そのため
現在も、秀長の城下町振興の名残りを感じられます。秀
長の位牌を安置する菩提寺の「春岳院」、秀長が兄・秀吉
をもてなすために作らせた粒餡きな粉餅「御城之口餅」を
今も作り続ける「御菓子司 本家菊屋」、江戸中期の藍染
商の町家を改装し藍染体験ができる「箱本館『紺屋』」、
木造三階建ての「町家物語館」、日本酒やご当地サイダ
ーが楽しめる「中谷酒造柳町醸造所」など見どころもたく
さんです。

「豊臣兄弟！」

郡山城跡や城下町の散策にはボランティアガイドの手配も可能です（大和郡山市観光協会  TEL 0743-52-2010）

風情ある城下町。写真は本家菊屋

秀長の菩提寺「春岳院」

天守台からの眺め
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倭-YAMATOは日本の故郷と呼ばれる奈良県明日香村を拠点に活動を続ける和太鼓集団である。
自らを『世界を旅する和太鼓集団・倭』と名乗り、1993年の結成からこれまでに
世界55ヵ国4700回を超える公演を行なってきた。
倭のパフォーマンスはいわゆる和太鼓の演奏という枠組みでは捉えることが出来ない。
自らの肉体を極限にまで鍛え上げたメンバーが打ち鳴らす音圧は想像をはるかに超える。
圧倒的なパフォーマンスは『肉体の音楽』と称され、世界各国で高い評価を受け続けている。
『和太鼓、その未踏の領域へ』
倭は今日も世界を巡る旅の途上にいる。

倭-YAMATO（和太鼓集団）
オープニングアトラクション

奈良県立大学客員教授（春日大社元権宮司）

「大和の旅  記紀に載らない大和の神話を訪ねて」

1954（昭和29）年奈良県生まれ。
1977（昭和52）年國學院大学文学部神道学科卒業。
國學院大学文学部神道学科卒業後、春日大社に奉職。
春日大社では殊に祭儀の旧儀復興に尽力し、恒例御神楽や春日若宮おん祭りの御旅所祭などの故実並びに古式
神饌等の古儀復興、社伝神楽の廃絶曲の復元、三旬奏楽の復興等、数々の神事を本儀に復すと共に、式年造替に
おいては、明治維新期に失われた儀式を平成７年の第五十九次式年造替でほぼ完全な形に復興させた。

基調講演

岡本  彰夫  様
おか もと あき  お

主な著書に、『大和古物散策』 『神様にほめられる生き方』 『大和のたからもの』 『日本人よ、 かくあれ』などがある。

2001（平成13）年より2015（平成27）年まで春日大社権宮司。国立奈良女子大学文学部非常勤講師、帝塚山大
学非常勤講師、帝塚山大学特別客員教授を歴任。2016（平成28）年より奈良県立大学客員教授。2022（令和4）
年より放送大学客員教授。現在は奈良県立大学客員教授、放送大学客員教授及び宇賀志屋文庫庫長、また、人材
育成の塾を2005（平成17）年より各種創設。約300人の人々が講話に耳を傾けている。

プログラム紹介

「奈良の魅力を大いに語る」
パネルディスカッション

奈良県立大学客員教授（春日大社元権宮司）
岡本 彰夫 様

パネリスト

奈良県酒造組合会長
北岡 篤 様

パネリスト

奈良県酒造組合会長。1956年5月、奈良県吉野
町生まれ。79年に東京大学農学部農芸学科、81
年に東京大学農学部林学科を卒業。81年に株式
会社北岡本店で専務取締役に就任、87年に代表
取締役社長に就き現在に至る。

奈良県ビジターズビューロー専務理事
竹田 博康 様

パネリスト

一般財団法人奈良県ビジターズビューロー専務
理事。1988年から奈良県職員として、
まちづくり推進局奈良公園室室長、地域デザイン
推進局次長、観光局長などを歴任。
2025年6月から現職。奈良県天理市出身。

ノブレスグループ代表
川井 徳子 様

パネリスト

不動産業、ホテル業など複数の会社を束ねるノブ
レスグループ代表。立命館大学文学部で西洋史
を学び、父親の会社を引き継いで事業再生や観
光事業などで会社を成長させる。奈良教育大学と
連携開発の「奈良ＳＤＧｓの学び旅」は2024年度
「全国商工会議所きらり輝き大賞」を受賞した。

株式会社トラベルニュース社社長
奥坊 一広 様

コーディネーター

観光業界専門紙「トラベルニュース社」社長。第１
回国内観光活性化フォーラムのパネルディスカッ
ションのコーディネーターを務め、その後もフォ
ーラムのパネラーとしても関わってきた。国土交
通省交通運輸記者会所属。

奈良県旅館・ホテル生活衛生同業組合理事長
伊藤 隆司 様

パネリスト

奈良県旅館・ホテル生活衛生同業組合理事長。
1964年12月、奈良市生まれ。大学卒業後、東京
ＹＭＣＡ国際ホテル専門学校専攻科でホテル経営
学を学び、89年4月に株式会社飛鳥荘へ入社。
2000年同社代表取締役に就任、現在に至る。

協会役員と
47都道府県支部長の
紹介

〒981-3133
仙台市泉区泉中央3-14-9／TASビル2階 202号
TEL 022-218-3522／FAX 022-218-3521

事
務
所

〒990-0039
山形市香澄町3-3-24／セントラルコーポ601号
TEL 023-633-4411／FAX 023-633-4410

事
務
所

〒030-0961
青森市浪打1-9-10   
TEL 017-743-2001／FAX 017-743-6574

事
務
所

事
務
所

事
務
所

〒107-0052
東京都港区赤坂4-2-19／赤坂シャスタイーストビル3階
TEL 03-6277-8310／FAX 03-6277-8331

〒107-0052
東京都港区赤坂4-2-19／赤坂シャスタイーストビル3階
TEL 03-6277-8310／FAX 03-6277-8331

〒107-0052
東京都港区赤坂4-2-19／赤坂シャスタイーストビル3階
TEL 03-6277-8310／FAX 03-6277-8331

〒107-0052
東京都港区赤坂4-2-19／赤坂シャスタイーストビル3階
TEL 03-6277-8310／FAX 03-6277-8331

〒107-0052
東京都港区赤坂4-2-19／赤坂シャスタイーストビル3階
TEL 03-6277-8310／FAX 03-6277-8331

事
務
所

〒010-0962
秋田市八橋大畑2-12-53／秋田県自動車会館4階
TEL 018-862-3190／FAX 018-862-3230

事
務
所

〒960-8036
福島市新町4-19／山口ビル2階
TEL 024-521-2667／FAX 024-521-2669

事
務
所

〒020-0866
盛岡市本宮2-36-3／フェザーハイツ101号
TEL 019-656-5122／FAX 019-636-2277

事
務
所

〒060-0042
札幌市中央区大通西11-4-23／大通パークビル3階
TEL 011-241-4089／FAX 011-232-2598

事
務
所

事
務
所

事
務
所

片野  　治

菅井　雅昭

村山 吉三郎

近藤　幸二

鎌田　政典

鎌田  光浩

松 嶋 　 洋

吉 村 　 実

尾口　正則

鳥村　成実

佐藤　明正

菊地  　洋

支 部 長

支 部 長

支 部 長

専 務 理 事

副 会 長

会 長

支 部 長

常任理事・支部長

支 部 長

常任理事・支部長

副 会 長

副 会 長

協会本部

協会本部

協会本部

東 北

東 北

東 北

協会本部

協会本部

北 海 道

東 北

東 北

東 北

本  部

本  部

本  部

本  部

本  部

北海道支部

青森県支部

宮城県支部

山形県支部

岩手県支部

秋田県支部

福島県支部
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〒918-8202
福井市大東2-1-20／レコルタフォー201号
TEL 0776-52-6646／FAX 0776-52-6648

事
務
所

〒420-0839
静岡市葵区鷹匠1-3-3／サクライビル2階
TEL 054-251-3089／FAX 054-251-6323

事
務
所

〒930-0003
富山市桜町1-1-36／地鉄ビル2階
TEL 076-441-7223／FAX 076-431-7083

事
務
所

〒950-0087
新潟市中央区東大通2-11-25
TEL 025-243-5060／FAX 025-241-9855

事
務
所

〒231-0015
横浜市中区尾上町5-80／神奈川中小企業センター3階
TEL 045-633-5150／FAX 045-662-1470

事
務
所

〒260-0015
千葉市中央区富士見2-3-1／塚本大千葉ビル5階
TEL 043-224-7721／FAX 043-227-2333

事
務
所

〒371-0854
前橋市大渡町1-10-7／群馬県公社総合ビル6階
TEL 027-280-3366／FAX 027-280-3367

事
務
所

〒310-0803
水戸市城南2-8-38／ハイライン3階
TEL 029-225-2641／FAX 029-225-2505

事
務
所

〒500-8228
岐阜市長森本町2-7-14
TEL 058-247-9411／FAX 058-247-9412

事
務
所

〒453-0015
名古屋市中村区椿町20-15／名古屋国鉄会館4階
TEL 052-451-6851／FAX 052-451-9732

事
務
所

〒920-0941
金沢市旭町2-8-45／旭ビル102号
TEL 076-223-4177／FAX 076-223-4178

事
務
所

〒380-0836
長野市南県町685-2／長野県食糧会館2階
TEL 026-235-0109／FAX 026-235-0151

事
務
所

〒400-0031
甲府市丸の内2-14-13／ダイタビル6階
TEL 055-237-5760／FAX 055-237-0286

事
務
所

〒102-0081
千代田区四番町4-9／東越伯鷹ビル2階
TEL 03-5210-2500／FAX 03-5210-2502

事
務
所

〒330-0834
さいたま市大宮区天沼町1-56-2／ワールドビル3階
TEL 048-648-3661／FAX 048-648-3666

事
務
所

〒320-0031
宇都宮市戸祭元町2-9
TEL 028-622-0682／FAX 028-621-3841

事
務
所

大谷　佳弘

田中　幸一

梶  　陽介

小林  　聡

小倉　英佳

嶋津　禎武

桶屋　諭喜

南雲　正浩

桐山　忠康

柴岡　正幸

越原　裕一

上原　道徳

有川　英樹

小松　信行

小川　将人

荒井　賢治

支 部 長

支 部 長

常任理事・支部長

支 部 長

理事・支部長

理事・支部長

支 部 長

支 部 長

支 部 長

常任理事・支部長

支 部 長

支 部 長

理事・支部長

常任理事・支部長

支 部 長

常任理事・支部長

関 東

京 浜

北 信 越

北 信 越

北 信 越

東 海

京 浜

京 浜

関 東

関 東

関 東

関 東

北 信 越

北 信 越

東 海

東 海

千葉県支部

神奈川県支部

新潟県支部

富山県支部

福井県支部

静岡県支部

東京都支部

山梨県支部

茨城県支部

群馬県支部

栃木県支部

埼玉県支部

長野県支部

石川県支部

岐阜県支部

愛知県支部

〒770-0942
徳島市昭和町3-35-2／ヒューマンわーくぴあ徳島2階（徳島県労働福祉会館 別館）
TEL 088-626-2635／FAX 088-626-2671

事
務
所

〒790-0067
松山市大手町1-7-4／伊予鉄大手町ビル3階
TEL 089-947-7558／FAX 089-947-7598

事
務
所

〒732-0052
広島市東区光町2-9-14／コムズ光5階503号室
TEL 082-264-3189／FAX 082-264-3199

事
務
所

〒698-0024
益田市駅前町17-2／㈱石見観光内
TEL 0856-23-3281／FAX 0856-23-6625

事
務
所

〒640-8343
和歌山市吉田432／シティーイン和歌山3階
TEL 073-427-0270／FAX 073-427-0260

事
務
所

〒650-0011
神戸市中央区下山手通6-1-4／オフィス下山手4階
TEL 078-351-0659／FAX 078-361-9149

事
務
所

〒760-0018
高松市天神前6-32／県交通ビル4階
TEL 087-835-0220／FAX 087-835-0294

事
務
所

〒780-0056
高知市北本町1-7-26／通運ビル1階
TEL 088-821-2812／FAX 088-824-2712

事
務
所

〒754-0897
山口市嘉川3372-1／㈲グリーントラベル  山口中央旅行社内
TEL 083-902-1605／FAX 083-902-1606

事
務
所

〒700-0904
岡山市北区柳町2-6-25／朝日生命岡山柳町ビル5階
TEL 086-201-4288／FAX 086-201-4122

事
務
所

〒680-0835
鳥取市東品治町106／バスターミナルビル4階
TEL 0857-38-2180／FAX 0857-38-2181

事
務
所

〒630-8253
奈良市内侍原町6／奈良県林業会館2階21号
TEL 0742-20-6430／FAX 0742-26-2490

事
務
所

〒600-8009
京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町78／京都経済センター4階413
TEL 075-708-6414／FAX 075-708-6415

事
務
所

〒556-0017
大阪市浪速区湊町1-4-1／大阪シティエアターミナルビル4階
TEL 06-6641-8008／FAX 06-6643-8118

事
務
所

〒514-0824
津市神戸202／津スポーツセンター2階
TEL 059-225-2201／FAX 059-227-3256

事
務
所

〒520-0043
大津市中央3-4-28／第弐ワークスワン3階
TEL 077-526-3213／FAX 077-525-2810

事
務
所

吉田   貴明

池田  　央

三好　和夫

小河　英樹

古市　啓悟

菱田　良平

森野  　茂

渡部　俊郎

西岡　宏之

笹岡　希吉

瀬川　和久

田中　雅彦

中島　文明

中島　昭人

笹井 建次郎

北川  　宏

支 部 長

支 部 長

常任理事・支部長

支 部 長

支 部 長

支 部 長

支 部 長

支 部 長

常任理事・支部長

支 部 長

支 部 長

支 部 長

支 部 長

常任理事・支部長

支 部 長

理事・支部長

近 畿

近 畿

中 国

中 国

四 国

四 国

近 畿

近 畿 近 畿

東 海 近 畿

中 国

中 国

中 国

四 国

四 国

兵庫県支部

和歌山県支部

島根県支部

広島県支部

徳島県支部

愛媛県支部

奈良県支部

京都府支部 大阪府支部

三重県支部 滋賀県支部

鳥取県支部

岡山県支部

山口県支部

香川県支部

高知県支部

22 23



株式会社観光経済新聞社
代表取締役社長

芝パーク総合法律事務所
顧問

五木田・三浦法律事務所
弁護士

一般社団法人日本添乗サービス協会
副会長

城南観光
代表者

札幌航空旅行株式会社
代表取締役会長

タケバ会計事務所
公認会計士

〒892-0816
鹿児島市山下町17-5／第一照国ビル2階 204号
TEL 099-225-8901／FAX 099-225-8761

事
務
所

〒870-0821
大分市志手1組-3／サザン･ブライト志手102号
TEL 097-573-5522／FAX 097-573-5533

事
務
所

〒850-0874
長崎市魚の町3-33／長崎県建設総合会館 4階
TEL 095-825-2100／FAX 095-825-2700

事
務
所

〒812-0011
福岡市博多区博多駅前4-8-15／博多鳳城ビル9階
TEL 092-452-1222／FAX 092-452-1224

事
務
所

〒901-0145
那覇市高良3-6-8／ジャックスビーンストークビル301号
TEL 098-954-5781／FAX 098-959-0983

事
務
所

〒880-0035
宮崎市下北方町常盤元1032-3／プロムナーデ神宮206号
TEL 0985-29-8588／FAX 0985-29-8744

事
務
所

〒862-0954
熊本市中央区神水1-8-8／フォレストビル802号
TEL 096-234-8946／FAX 096-234-8947          

事
務
所

〒849-0928
佐賀市若楠2-10-12／九州陸運協力会館2階
TEL 0952-34-2602／FAX 0952-34-2605

事
務
所

𠮷田　正博

武 者 　 聡

三浦　雅生

積田　朋子

吉満　正広

高寄　和弘

前田　寛信

木佐木 久稔

佐藤　達雄

三橋　滋子

玄 　 東 實

松田　文隆

後口　昌賢

豊住　憲志

小宮 健太郎

監 事

監 事

理 事

理 事

支 部 長

支 部 長

支 部 長

（支部長代行）

監 事

理 事

理 事

支 部 長

常任理事・支部長

支 部 長

支 部 長

九 州

九 州

協会本部

協会本部

監 事

監 事

九 州

九 州

九 州

九 州

九 州

九 州

協会本部

協会本部

監 事

大分県支部

鹿児島県支部

福岡県支部

長崎県支部

宮崎県支部

沖縄県支部

佐賀県支部

熊本県支部

1,000円

4,000円（昼食付き）

光と静寂が満ちる夜、奈良は神秘に変わる。
なら瑠璃絵と東大寺「大仏殿夜間特別開扉」

奈良の冬を代表する光のイベント「なら瑠璃絵」を散策し、幻想的な雰囲気に包まれます。続いて、特別に
開かれる東大寺大仏殿の観相窓から、大仏尊像のお顔を屋外より拝観。光と静寂が織りなす、奈良ならで
はの神秘の夜をお楽しみください。

出発日

旅行代金（大人おひとり様）

●定員：40名　　●最少催行人員：10名

2月10日（火）・日帰り

出発日

旅行代金（大人おひとり様）

2月12日（木）・日帰り

JR奈良（17：30）・近鉄奈良（17：40） === しあわせ回廊　なら瑠璃絵「甍
（IRAKA）」入場 ・・・ （徒歩） ・・・ 東大寺「大仏殿（観相窓の開扉）、金剛力士立
像のライトアップ」など※ボランティアガイド同行 ・・・ 東大寺（乗車） === 近
鉄奈良（19：10）・JR奈良（19：20）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

日本の国のはじまり飛鳥　古代の歴史遺産探訪

推古4年（596）日本初の本格的寺院として完成した「飛鳥寺」を訪ねます。お昼は奈良県明日香村の郷土
料理「飛鳥鍋」をご賞味。午後から、国営飛鳥歴史公園の人気スポット「キトラ古墳周辺地区」へご案内。

●定員：15名　　●最少催行人員：10名

JR奈良（8：50）・近鉄奈良（9：00） === 飛鳥寺（拝観） ・・・ 徒歩 ・・・ 夢市茶
屋にて飛鳥鍋の昼食 === キトラ古墳壁画体験館 四神の館（見学） === 牽
牛子塚古墳（けんごしづか） === JR奈良（16：20）・近鉄奈良（16：30）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

エクスカーションのご案内

course
奈良A

B course
飛鳥
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5,000円（昼食付き）

神話と現代史を実感する豪商の町「今井町」と
日本のはじまり橿原神宮（正式参拝）

橿原神宮は神武天皇ゆかりの厳かな雰囲気と広大な森が魅力。今井町は伝統的な町家が連なり、江戸の
情緒をそのまま感じられる町並みが見どころです。

出発日

旅行代金（大人おひとり様）

●定員：20名　　●最少催行人員：10名

2月12日（木）・日帰り

出発日

旅行代金（大人おひとり様）

2月12日（木）・日帰り

JR奈良（9：00）・近鉄奈良（9：10） === 橿原神宮（正式参拝） === 豪商の
街 今井町〔今西家住宅、河合家住宅（河合酒造）、農家のオーベルジュ こも
れび（昼食）〕 === 大和八木駅（14：10）・JR奈良（15：20）・近鉄奈良（15：30）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

歴史香る総本山長谷寺と大神神社。
奈良の味覚と名産に出会う一日

西国三十三所第八番「長谷寺」大観音像拝観と、三輪山を拝する我が国最古の神社である「大神神社」に
参拝します。神の啓示を賜わり作られた伝統食「三輪素麺」も有名です。奈良県の郷土料理「柿の葉寿
司」もご賞味ください。

●定員：40名　　●最少催行人員：10名

JR奈良（9：00）・近鉄奈良（9：10） === 総本山長谷寺（特別拝観） === 三
輪そうめん・福神堂（昼食）、大神神社（参拝） === 柿の葉寿司 ゐざさ中谷
本舗（お買物） === JR奈良（15：50）・近鉄奈良（16：00）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

5,000円（昼食付き）

エクスカーションのご案内

course
桜井D

course
橿原C 鹿寄せから始まる静寂な朝

東大寺と奈良の迎賓館「料亭　菊水楼」
角笛の音に誘われ、鹿たちが集まる「鹿寄せ」から始まる特別な朝。清らかな空気の中で東大寺を参拝し
た後は、明治創業の老舗料亭「菊水楼」にて旬の味覚を堪能します。奈良公園の自然と伝統のおもてなし
を一度に楽しめる、優雅なひとときをお届けします。

出発日

旅行代金（大人おひとり様）

E course
奈良

●定員：40名　　●最少催行人員：10名

2月12日（木）・日帰り

出発日

旅行代金（大人おひとり様）

2月12日（木）・日帰り

JR奈良（9：00）・近鉄奈良（9：10） === 大仏殿前駐車場 ・・・ 鹿寄せ（春日大
社境内飛火野） ・・・ 東大寺大仏殿（拝観） === 老舗料亭「菊水楼」（明治の建
築ご案内40分・お食事110分） === 近鉄奈良（14：20）・JR奈良（14：30）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

今こそ脚光！「豊臣兄弟」ゆかりの地、
大和郡山を訪ねて

郡山城跡＆城下町を現地ボランティアガイドの案内付きで巡ります。豊臣秀長の菩提寺「春岳院」での法
話や、「本家菊屋」でのお茶接待など、お城と金魚のまち「大和郡山」で、普段では味わえない特別な体験
を！

F course
大和郡山

●定員：30名　　●最少催行人員：10名

近鉄奈良（8：50）・JR奈良（9：00） === 元気城下町バスパーク、大河ドラマ館
（３月開館）※ボランティアガイド同行 ・・・ 郡山城跡（見学約60分） ・・・ 春岳院（秀
長の菩提寺を拝観、法話予定）※春岳院と菊屋は2班にわかれて交互に案内 ・・・ 
本家菊屋（お茶接待、説明、お買物） === JR奈良（12：20）・近鉄奈良（12：30）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

12,000円（昼食付き）

1,000円
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15,000円 〇持ち物・服装
動きやすい服装と帽子、 飲み物、 タオル、 日焼け止め

おひとり様

※行程内交通費、昼食費、
体験料、消費税込み

茶葉持ち
帰り

大和茶クイズ
景品有り

歴史を
学べる

写真・動画
撮影有り

称名寺 ロマントピア月ヶ瀬 竹西農園

旅行企画学生発表（観光を学ぶ奈良女子大学学生と奈良県旅行業協会との連携）

12,000円（昼食付き）

～週末、わたしを整える～ 薬膳×薬草の宇陀デイトリップ

忙しい日常を少しだけ離れて、自分自身の心と体に向き合う時間を過ごしてみませんか？ 古くから「薬の
まち」として栄え、日本書紀にもその名が記される奈良県・宇陀（うだ）。この地には、自然の力で健やかさ
を取り戻す、先人たちの知恵が今も息づいています。

出発日

旅行代金（大人おひとり様）

G course
宇陀

●定員：15名　　●最少催行人員：10名

2月12日（木）・日帰り

出発日

旅行代金（大人おひとり様）
2月12日（木）・日帰り

JR奈良（9：00）・近鉄奈良（9：10） === 『宇陀松山』（森野旧薬園、料理旅館 
今阪屋、薬の館、松山西口関門） === 墨坂神社 === JR奈良（16：00）・近
鉄奈良（16：10）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

昔ながらの茶畑で味わう、奈良のやすらぎ時間

奈良の風景に溶け込む美しい茶畑と、古都が育んだ茶の湯の心。 その両方を深く味わう、大人のための
バスツアーです。 産地・月ヶ瀬の自然から寺院での一服まで、五感で楽しむ「大和茶」の旅へご案内します。

H course
月ヶ瀬

●定員：15名　　●最少催行人員：10名

JR奈良（9：00）・近鉄奈良（9：10） === 称名寺 === ロマントピア月ヶ瀬（茶
畑見学・利き茶体験） === 梅の郷月ヶ瀬温泉（昼食） === 慈光院 === JR奈
良（16：30）・近鉄奈良（16：40）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

7,000円（昼食付き）

宇陀地域の薬草文化に焦点を当て、心身の健康をテーマとするツアー

月ヶ瀬・田原地区の特産品である大和茶の魅力を体験するツアー

【奈良女子大学との共同プロジェクト】

【奈良女子大学との共同プロジェクト】

エクスカーションのご案内
　この度、奈良県旅行業協会は、奈良女子大学との産学連携事業として、奈良県の新たな観光資源の発
掘と、それらを活用した旅行商品の開発に取り組みました。
　本事業では、奈良女子大学の学生が持つ新たな着眼点に基づき企画立案した旅行プランを、当協会
が実現性と安全性を検証の上、具体的な旅行商品として完成させたものです。
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本ツアーは、現代の喧騒を離れ、心身のデジタルデトックスを叶える一泊二日
の旅です。舞台は、未だ世に知られざる秘境・奈良県野迫川村。夜は360度
の満天の星空、早朝は幻想的な雲海という、個人ではアクセス困難な奇跡
の絶景へ快適にご案内いたします。
日中は、紅葉彩る世界遺産・高野山や「壷阪寺」、バラの名所「おふさ観音」
など、写真撮影に最適な名所を網羅しました。お食事には、創業135年の老
舗で味わう「精進料理」や、猪・雉等を堪能する郷土料理「カシキ鍋」、伝統の
「柿の葉寿司」など、その土地ならではの美食をご用意しております。美しい自
然と歴史、食が織りなす非日常のひとときを、心ゆくまでお楽しみください。

39,000円お一人様

定員16名／最少催行人数12名

09:00   近鉄大和八木駅に集合
10:00   バスで移動（約90分）
11:00   高野山に到着、金剛峰寺
12:00   精進料理（花菱）
13:30   壇上伽藍
14:00   奥之院
16:00   バスで移動（約40分）
17:00   野迫川村に到着
18:00   ホテルのせ川で夕食
20:00   星空観賞
21:00   温泉
22:00   早めの就寝

05:00   バス移動
06:00   雲海鑑賞（高野辻休憩所）
07:00   荒神社
08:00   ホテルで朝食
09:30   チェックアウト、バス移動（約90分）
11:00   五條泉谷観光農園
12:00   壷阪寺（高取町）
13:30   柿の葉寿司ランチ（夢宗庵）
15:00   おふさ観音（橿原）
17:00   近鉄大和八木駅で解散

〈DAY１〉 〈DAY2〉

旅行企画学生発表（観光を学ぶ奈良女子大学学生と奈良県旅行業協会との連携）
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旅行企画学生発表（観光を学ぶ奈良女子大学学生と奈良県旅行業協会との連携）
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国内観光活性化フォーラム in なら
ブース出展者一覧

県内自治体・観光協会等

※一部機能によっては、二次元コードを読み込めない場合があります。

明日香村29
B

歴史的文化遺産、農村風景、住民の暮らし
などが一体となり「日本人のこころのふる
さと」の原風景を残す地域です。

曽爾村観光協会24
B

曽爾村はすすきで有名な曽爾高原、桜の名
所である屏風岩公苑など四季折々の多彩
な美しさをもつのどかな村です。

奈良市・奈良市観光協会04
A

ぜひ、日本の古都・奈良市へ。歴史が息
づく美しい文化財、奈良の鹿とともに、
ゆったりとした時をお楽しみください。

宇陀市観光協会22
B

都会の喧騒から離れ、心も体もととのう
旅へ。自然と歴史が息づく奈良・宇陀で、
癒しのひとときを。

大和高原（東吉野）観光振興
協議会21

B

奈良県東部の自然豊かな高原地域、「大和
高原」。緑豊かな自然と深い歴史に触れる
と、心と体を癒してくれます。

山添村観光協会23
B

都会に近い、星空と羊で人気な山添村。
村には豊かな自然や特産物がたくさんあ
ります。ぜひお越し下さい！！

生駒市25
B

生駒市のシンボルである生駒山の頂上に
は夜景が綺麗な遊園地があり、高山町の
伝統的工芸品「高山茶筌」も有名です。

奈良県01
A

2026年は、NHKの大河ドラマ「豊臣兄弟！」
ゆかりの地や、「飛鳥・藤原の宮都」
世界遺産登録の推進で注目です！

（一社）大和郡山市観光協会03
A

「秀長の残した輪は今もここにある」
秀長さんゆかりのまちとして注目を集める
大和郡山へ、ぜひお越しください。

なら SLOW＆LOOP05
A

まだ知らない奈良へ。JRの路線で巡る
「ならSLOW＆LOOP」
官民連携で周遊宿泊を推進中！

桜井市28
B

桜井市は日本のはじまりの地と称され、
大和の原風景が残る豊かな自然や歴史と
文化が息づくまちです。

橿原市観光協会27
B

橿原神宮や藤原宮跡など壮大な歴史と現
代が融合した魅力的な橿原での旅をお楽
しみください。

五條市観光協会26
B

五條市の豊かな自然、古代から続く伝統と文
化が紹介されているパンフレットをご用意し
ておりますので、ぜひ足をお運びください。

奈良県大河ドラマ「豊臣兄弟！」
観光推進協議会02

A

奈良は大河ドラマ「豊臣兄弟！」の舞台で
す。旅行商品造成に役立つゆかりの地の情
報を紹介しています。

柿の葉寿司のゐざさ -中谷本舗-

大正10年に上北山村で創業。奈良県内に8
店舗を構えるなどし、「奥吉野の食文化」を
全国に発信しています。

43
C

奈良県三輪素麺工業協同組合

万葉の昔から悠久の時を超え、愛され続け
てきた伝統の味。そうめん発祥の地よりお
届けいたします。

33
C

奈良県酒造組合

神代の時代から育まれた日本文化として
の酒。ここ清酒発祥の地奈良で日本酒を
醸させて頂けることに感謝しています。

36
C

株式会社奈良ロイヤルホテル／
学びの旅

団体旅行に最適！400席食事会場・無料
バス駐車場・土産店が一体の施設。

42
C

吉野本葛天極堂

奈良・飛鳥の地で日本の伝統食材『吉野本
葛』に見て、触れて、味わう。極上の体験を
天極堂で。

34
C

御菓子司 本家菊屋 

豊臣秀長公より兄の秀吉公をもてなす茶
会にオーダーされましたのが400年続く奈
良名物「御城之口餅」です。

45
C

株式会社ワールド・ヘリテイジ

奈良の魅力を伝えるホテルとして、地域
と共に心に残る旅をお手伝いします。

41
C

株式会社柿の葉ずしヤマト

弊社は奈良の郷土料理である柿の葉寿司
を製造し、直営店にて観光客や団体のお
客様に柿の葉寿司をご提供しています。

39
C

奈良町　あしびの郷

奈良漬の老舗「あしびや本舗」が運営し
ております。200名以上～少人数まで幅
広い飲食ニーズにお応えします。

35
C

奈良旅館

歴史・食・体験で味わう、ここにしかない
「奈良時間」泊まる、味わう、体験する。世
界遺産の街・奈良の魅力を一度に。

40
C

県内観光業者等

国内観光活性化フォーラム in なら
ブース出展者一覧

※一部機能によっては、二次元コードを読み込めない場合があります。

十津川村32
B

全国初「源泉かけ流し宣言」をした村で、泉
質の違う湯泉地・十津川・上湯温泉の３か所
の美肌の湯を楽しめます。

御所市観光協会30
B

金剛・葛城山の麓、歴史文化遺産に恵ま
れた自然豊かな御所市は、古事記や日本
書紀にも登場する“神々の降る里”

天川村31
B

清らかな水と深い森、祈りの歴史が息づ
く自然と心を癒す村、天川村。四季折々
の美しさが訪れる人を魅了する。
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Wakana style
 kimono rental & cafe

古都奈良にある、着物（浴衣）フルセット・
着付け付きのレンタルショップ。オリジナ
ルの和のスイーツもご用意しております。

53
C

やまとびとツアーズ

感動と出会いを軸に奈良の奥深さをご提
案いたします。団体向けの特別な企画旅
行・インバウンド旅行も対応可能です。

46
C

（一財）三光丸クスリ資料館

配置薬・漢方薬のミュージアム。映像や
昔の道具を使う薬作り体験など五感を
フルに使ってお楽しみいただけます。

52
C

奈良県旅館・ホテル
生活衛生同業組合 ｠

奈良の宿泊情報を詳しくご案内 。
女将監修の蚊帳ふきんと靴下を販売中。
是非お立ち寄りください。

51
C

株式会社ブロードリーフ

旅行業のお客様向け「旅行業システム」とバ
ス会社向け「バス運行管理システム」を取り
扱っております。

06
A

現地ツアー＆アクティビティ予約
（法人向けシステム）

貴社の新たな収益源に！世界150カ国の体
験ツアーを代理予約。（手数料あり）。全旅
クーポン対応で販売も簡単です。

09
A

JR西日本ヴィアインホテルズ07
A

全てのホテルが最寄り駅から徒歩5分圏
内。 主要都市に展開しておりビジネスや
観光の拠点として活用いただけます。

株式会社アゼスタ08
A

旅行業務システム「旅ネスプロ」の販売。
行程表・見積書を自動作成します。
運行管理システム「バス快道」の販売。

日本システム開発株式会社
（NSK）15

A

旅行業システムを低価格でご提案、全旅ク
ーポンでお支払できます。１ユーザ税抜
8,000円/月から、初期費用は0円です！

ルートインホテルズ10
A

お客様の様々なニーズにお応えするため、
異なるコンセプトを持つ4つのホテルブラ
ンドを全国360以上展開しています。

株式会社全旅16
A

旅行・観光業界を支援する全旅。信頼の
全旅クーポンと便利な全旅ペイメントで
観光業界を力強く支援します。

Trip 全旅（検索・予約システム）14
A

Trip全旅とは全旅クーポン会員様限定ク
ローズ型OTA！宿泊・航空券・送迎の手
配可能です。

株式会社日本旅行13
A

パッケージツアーから団体の見積・手配
まで行なっております。JR団券の他、各
種団体素材も当社にお任せ下さい！

ビッグホリデー株式会社11・12
A

創業以来61年に亘り築いてきた国内外の
手配ネットワークと営業の迅速な対応力
で代理店様を強力にサポートします！

国内観光活性化フォーラム in なら
ブース出展者一覧

※一部機能によっては、二次元コードを読み込めない場合があります。

県外観光業者等 山の中の海軍の町　にしき
ひみつ基地ミュージアム

海軍基地跡に残る本物の地下壕をガイドツ
アーでご案内する歴史体験型フィールドミ
ュージアムです。

38
CTeam.Land Alliance37

C

地域特化の旅行手配業者によるアライアン
スで、遠方手配や業務効率化を基本無料で
支援するサービスです。

（公社）和歌山県観光連盟48
C

高野・熊野に代表される精神性の高い「聖
地」や、南紀白浜や那智勝浦の温泉など「リ
ゾート」の快適さを兼ねた地であります。

近畿案内所連合会50
C

当会は、本年67周年を迎える関西圏を中心とした、
旅館直営所・総合案内所・バス会社の情報発信をす
る任意団体です。

近畿日本ツーリスト株式会社20
A

端末デモを実施中！さらに、端末導入キャ
ンペーンも開催中です！ぜひお気軽にお立
ち寄りください！

SHIROYAMA HOTEL
Kagoshima47

C

桜島と錦江湾を見下ろす高台に建ち、宿
泊、温泉、宴会、レストランを備える大
型シティホテルです。

JTB・TPI19
A

JTBグループは、このフォーラムを通じ
て、会員のみな様に持続可能な地域づく
りへの提案をお届けしてまいります。

株式会社ウィ・キャン17
A

旅行業を網羅した汎用システム『Sympho
nyAtwo』を提供している会社です。業務
改善のご支援はお任せください。

一般社団法人 山代温泉観光協会54
C

開湯1300年の歴史を誇る加賀温泉郷・
山代温泉。悠久の歴史と伝統が息づく加
賀の名湯です。

石川県七尾市／のと里山空港
55
C

能登では、地震の記憶と復興の歩みを伝
える講話やガイドを実施しています。団
体の研修・視察旅行にご提案ください。

大阪直営案内所連絡協議会49
C

大阪直営会は、大阪にある出先施設・関西地区営業
担当者及び運輸機関の会です。全国旅行業協会加盟
の旅行業社に情報発信をしています。

株式会社旅行ビジネスサポート18
A

全旅保険です。全旅協各種補償制度は
他で入手できない保険が多数あります
ので、お気軽にご相談ください。

北海道かに将軍、
札幌かに家・ひつまぶし う家44

C

創業以来54年続く、厳選したかにを贅沢
に使ったかに料理専門店。肉厚で大ぶりな
鰻を厳選した鰻料理専門店。

国内観光活性化フォーラム in なら
ブース出展者一覧

※一部機能によっては、二次元コードを読み込めない場合があります。
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橿原市
葛城市

明日香村

田原本町

桜井市
宇陀市

奈良市
生駒市

平群町

三郷町
王寺町

香芝市
広陵町

上牧町

大和郡山市

斑鳩町

天理市

山添村

吉野町

十津川村

東吉野村

天川村

川上村

御杖村

五條市

下北山村

御所市

曽爾村

下市町

大淀町

高取町

黒滝村

野迫川村
上北山村

奈良県の紹介

奈良県は、古代から続く歴史と豊かな自然が息づく地
で、悠久のロマンを今日に伝えています。「飛鳥・藤原の
宮都」世界遺産登録の推進や、2026年放送のNHKの大
河ドラマ「豊臣兄弟！」ゆかりの地として注目が高まって
います。今後、奈良県の魅力がさらに広がることが期待
されます。

大和
高田市

河合町

安堵町

川西町
三宅町

ならまち（奈良市）

山の辺の道（桜井市・天理市）

郡山城（大和郡山市）

みたらい渓谷（天川村）

果無集落（十津川村）

奈良県クロスワード

2026年放送のNHKの大河ドラマ「豊臣兄弟！」
を契機とした観光プロモーション業務の一環と
して制作された特別なシールです。豊臣秀長
ゆかりの地である奈良県にぜひ注目してくだ
さい！秀吉、秀長の兄弟２人がデザインされた
豪華なキラキラ仕様となっています！この機会
にぜひ手に入れてみてはいかがでしょうか？

答え a b c d e f g

クロスワードを
完成させて

ヨコの書き
タ
テ
の
書
き

①飛鳥時代に都が置かれた地域で、歴史的な史跡や美しい自
然が多く残っている村は？（〇〇〇村）
③奈良市にある江戸時代の古い町家や格子の家が並ぶ、風情
あるエリアは？
⑤明日香村にある四神の壁画や、天井の「星図」で有名な古墳
は？（〇〇〇古墳）
⑦平城宮跡からみて、「東」には東大寺。では、西大寺はどの方
角？ 
⑧昔の武士が戦（いくさ）の時に身につけた、頑丈な防具は？
※春日大社には国宝の「〇〇〇」が保存されています。
⑨法隆寺にある、ひょろりと背が高く、横から見ると薄い国宝
にも指定されている仏像は？〇〇〇観音
⑩奈良公園にたくさんいる、神の使いと言われている動物は？
「〇〇せんべい」。
⑭「なんと（710）立派な平城京」で始まる、約80年間の歴史
区分で「飛鳥時代」の次の時代は？
⑮奈良にたくさんある、昔の豪族の大きなお墓は？
⑰奈良公園の近くにあり、人気の「阿修羅像」や「五重塔」があ
るお寺は？
⑱日本最古の神社といわれる「大神神社」がある場所でそうめ
ん発祥の地は？（〇〇そうめん）    

①
大
阪・奈
良・京
都
を
結
ぶ
、紫
色
の
車
体
が

美
し
い
近
鉄
の
観
光
特
急
は
？
／「
奈
良
」

と
い
う
言
葉
の
前
に
付
く
、古
い
枕
詞
は
？

②
鯖
や
鮭
の
切
り
身
を
乗
せ
、殺
菌
作
用
の
あ

る
柿
の
葉
で
包
ん
だ
奈
良
の
郷
土
料
理

は
？（
〇
〇
の
葉
す
し
）

③
本
日
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て
い
る
都
道
府

県
は
？（
〇
〇
県
）

④
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
が「
大
和
は
国
の
〇
〇
〇
〇
」

と
詠
ん
だ
、素
晴
ら
し
い
場
所
と
い
う
意
味

の
言
葉
は
？

⑥「
奈
良
の
大
仏
さ
ま
」が
い
る
こ
と
で
有
名

な
、世
界
遺
産
の
お
寺
は
？

⑪
節
分
の
豆
ま
き
に
出
て
く
る「
鬼
」が
持
っ
て

い
る
強
い
武
器
は
？

⑫
飛
鳥
時
代
に
即
位
し
た
、日
本
で
最
初
の
女

性
天
皇
は
？ （
〇
〇
〇
天
皇
）

⑬
奈
良
や
関
西
の
人
が
、失
敗
し
た
時
や
ダ
メ

な
時
に
言
う
言
葉
は
？（
も
う
、〇
〇
〇
〇
）

⑯
万
葉
集
の
歌
人
た
ち
も
交
わ
し
た
、昔
の

「
手
紙
」の
こ
と
は
？（
こ
い
〇
〇
）
　
　
　

※

奈
良
は
多
く
の
恋
の
歌
が
詠
ま
れ
た
場

所
で
す
。

答え：あすかふじわら

特別シールを
手に入れよう！

先着
200名に
プレゼント

景品は奈良県ブースでお渡しします

※景品写真は一例です

1

a

7

10 11
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17
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5

9
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b
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d f
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北西部エリア

新たな奈良の魅力を
訪ねて

奈良県の北西部は、歴史と現代の魅力が交わるエリアです。世界遺産
の神社仏閣が点在し、自然と歴史が調和し、四季折々の景観も魅力で
す。商店街や伝統工芸も息づき、古都の暮らしを身近に感じられます。
奈良市を中心に観光拠点として賑わう一方、商業施設や文化施設も充
実しています。多様な魅力を感じられるエリアとなっています。

龍田大社（三郷町）

二上山（葛城市）

朝護孫子寺（平群町）

奈良公園（奈良市）

法隆寺（斑鳩町）

奥大和エリア
「奥大和（おくやまと）」は、奈良県の南部・東部の19市町村からなる自
然と歴史の宝庫です。南部には、世界遺産に登録された「紀伊山地の霊
場と参詣道」など修験道の聖地として長い歴史を持ち、また、近畿最高
峰の八経ヶ岳、桜や紅葉の名所である吉野山をはじめとする山々が広
がっています。一方東部は、大和高原と称されるように、曽爾高原に代
表されるような冷涼な高原や豊かな自然が広がっています。奥大和は、
雄大さと静けさを味わえる、心を整える旅の舞台です。

壷阪寺（高取町）

吉野山下千本（吉野町）

甘樫丘（明日香村）

ナメゴ谷（上北山村）

立里荒神社（野迫川村）明神池（下北山村）大台ヶ原（上北山村）
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事務局（宇陀市役所観光課）  TEL.0745-82-2457

自然に寄り添い心安らぐ時間を過ごせる所
大和高原
（東吉野）
観光振興
協議会

〈曽爾村〉
清らかな曽爾川の流域に開けるこの村は奈良県の東北端に位
置し、漆塗りの発祥の地として「ぬるべの郷」と呼ばれていま
す。村の大半が室生赤目青山国定公園に指定されており、２００
９年にはＮＰＯ法人「日本で最も美しい村」連合への加盟が承認
され、現在も日本の原風景が残る美しい里山です。日本３００名
山の一つである倶留尊山の麓には広大なススキの草原で有名
な曽爾高原があり、秋には多くの観光客が訪れます。

〈宇陀市〉
奈良県東部に位置する宇陀市は、古より「龍神の里」として知ら
れ、神秘の気配に包まれたまちです。山あいに佇む女人高野・
室生寺は四季折々の風景に彩られ、訪れる人を魅了します。春
は石楠花、秋は紅葉ライトアップとその美しい景色は壮観で
す。近隣の龍穴神社は、水の神様と知られる龍神が佇むと伝わ
ります。いにしえの信仰と豊かな自然が息づく宇陀市で、神秘
と癒やしの旅をお楽しみください。

〈御杖村〉
御杖村は奈良県の東の端、三重県との県境に位置する、室生
赤目青山国定公園や大和高原などに含まれる自然豊かな山村
です。自然が生み出す氷の華“霧氷”を見ることができる三峰
山は、霧氷のシーズンはもちろん山野草や白ツツジの群生な
ど、毎年多くの観光客が訪れます。また、夏には約3,000㎡に
広がる半夏生の群生「岡田の谷の半夏生園」や蛍の乱舞、自然
の恵みがたくさん詰まった秋の田園風景など、四季折々の自
然をお楽しみ頂くことができます。

〈山添村〉
山添村はその名の通り奈良と三重の山々に寄り添った村。そ
んな山添村ですが、村内を名阪国道が通っていて、意外にも都
会からのアクセス抜群。都会から一瞬で「星降る羊の丘　山添
村」へとトリップします。山添村は昼夜の温度差が大きいことか
ら、霧が頻繁に発生し、お茶づくりには好条件。また、平均気温
や日照時間は茶栽培ができるギリギリの条件でもある為、お
茶はゆっくりと育ち、香り高い良質なお茶が出来上がります。

〈東吉野村〉
奈良県東部、吉野郡北東部に位置する東吉野村は、豊かな自
然に恵まれた緑あふれる村です。清らかな川と深い山々に囲
まれ、四季折々の美しい風景を楽しむことができます。村内に
は、平成20年に環境省の「平成の名水百選」に選ばれた「七滝
八壺」があり、澄んだ水と滝が織りなす景観は、多くの人々を
魅了しています。
また東吉野村は、明治維新前の「天誅組の変」にゆかりのある
地として知られ、この地で多くの若い志士たちが命を散らせ、
事実上壊滅したゆえをもって「天誅組終焉の地」ともいわれて
います。さらに、明治30年に本村で捕獲された個体を最後に
絶滅したとされるニホンオオカミにちなみ、村内には等身大の
ブロンズ像が建てられています。自然と歴史が調和した東吉
野村は、心静かに過ごせる魅力あふれる場所です。

大阪・京都からもアクセス良好で、訪れるたびに新しい発見
と感動が見つかる―それが奈良市です。皆様のお越しを心
よりお待ちしています。

奈良市は、奈良時代から1300年続く歴史と文化が息づくま
ちです。東大寺、興福寺、春日大社など、8つの資産からなる
世界遺産「古都奈良の文化財」を有し、今もなお、伝統行事や
文化が人々の暮らしの中で受け継がれています。奈良公園
では、天然記念物である「奈良の鹿」たちがのびやかに歩き、
人と自然がやさしく調和する風景が広がります。桜や新緑、
紅葉など、季節ごとの自然に囲まれながら、静かでゆったりと
した時間を楽しめるのも、奈良市ならではの魅力です。
また、伝統的な町家が残る「ならまち」では、古民家カフェや
かき氷のお店でくつろいだり、工芸品ショップで自分だけの
お土産を探したりと、街歩きが楽しくなるスポットが充実して
います。さらに、奈良市東部には自然豊かなスポットがたくさ
んあります。
山間にある柳生は、江戸時代に徳川将軍家の剣術指南役を
務めた「柳生新陰流」の剣豪の里です。奈良公園から続く「柳
生街道」と呼ばれるハイキングコースは、苔むした古道が趣
深く、歴史と自然を感じながら歩くことができます。

ゆるやかな時が流れる古都、奈良市奈良市
ならし

浮見堂（初夏）

春日原生林（夏） 浮見堂（秋）

奈良の観光情報誌『ならり』デジタル版

Back number ダウンロードはこちらから

▲

vol.38
奈良の和菓子

vol.37
紡がれてゆく奈良の近代建築

vol.36
奈良から始まるスパイスとハーブ

vol.35
あらためまして、奈良の世界遺産

vol.34
はじめての大和茶

vol.33
ならまち×奈良のお酒

観光戦略課  TEL.0742-34-4739

やぎゅう しんかげりゅう
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農林商工部観光課  TEL.0745-82-2457

歩くたび、歴史に触れる宇陀

奈良県宇陀市。宇陀松山の城下町には、石畳や白壁の町家が
今も残り、歴史が静かに息づいています。春は桜が街を彩
り、夏は室生の山々と清流が涼を運ぶ。秋には紅葉が山里を
染め、冬は澄んだ空気が景色を引き締める。城下町の歩みと
四季折々の自然が寄り添う宇陀市で、忙しさを忘れ、ゆっく
りと流れる時間を味わってください。古くから薬草文化を育
んできた土地には、人の暮らしと知恵が今も息づいていま
す。祭りや伝統行事、山里の食、四季の香りが旅の記憶をや
さしく彩ります。歩いて、見て、感じるほどに、心は自然と
ほどけ、街と自然がつながる時間を感じられるでしょう。そ
んな宇陀市で、あなただけの旅を見つけてください。

宇陀市
観光協会

うだし

又兵衛桜

室生寺 松山西口関門（黒門） ひらら

（一社）

大和郡山市
観光協会

やまとこおりやまし

（一社）大和郡山市観光協会　TEL.0743-52-2010

秀長さん　ゆかりのまち　大和郡山市

奈良県の北西部に位置する大和郡山市は、秀長さんゆかりのまちとして、最も注
目されています。秀長さんこと、豊臣秀長公は、郡山城主として生涯を閉じました。
城主として、６年間、現在の自治制度の基礎となる箱本制度の確立や紺屋町や塩
町など、現在も地名に残るように商都として発展させ、地元の人々からは親しみを
込め、今も「秀長さん」「大和大納言さん」と呼ばれています。
この盛り上げにより、これまで注目されていなかった場所や大和郡山の新たな魅
力の発見もあり、「秀長の残した輪は今もここにある」をキャッチコピーとして、皆
さまのお越しをお待ちしております。

史跡  郡山城跡豊臣秀長画像（春岳院蔵） 郡山城天守台

御所市観光協会　TEL.0745-62-3346

ええやん！御所～神々の降る里御所市
ごせし

奈良県の西南部に位置し、金剛・葛城の峰が連なる歴史文化
遺産に恵まれた自然豊かな「御所市」は、古事記や日本書紀
にも登場することから“神々の降る里”として、その気配が
感じられる「高天原」をはじめ、当時の興隆がうかがえます。
春になると、御所市のシンボルのひとつ「葛城山」の山上では、
一目百万本とも称される自然群生のツツジが山肌一面に咲き
広がり、紅く染まるようすは正に圧巻の景色。“春の妖精” カタ
クリの花が咲き、市の天然記念物（指定文化財）“春の女神”
ギフチョウにも出会えます。そして登山口ではシバザクラも。
また、由緒ある神社仏閣や史跡・伝統行事が多く、綺麗な水
で仕込まれる日本酒は全国的に人気です。
そんな御所市に、是非みなさんお越しください。

神々の降る里

葛城山 伝統祭事 御所の酒

ご      せ

五條市観光協会事務局（五條市産業観光課内）  TEL.0747-22-4001

歴史と味覚と星のまち五條市

五條市は、自然豊かで、古代から続く伝統と文化が息づくまちです。
五條新町は、江戸時代の町並みを色濃く残す重伝建地区で、古い
街道や商家が並ぶ風情ある街並みが魅力です。町を歩くだけで、昔
の日本の生活や文化を感じることができます。
また、自然にも恵まれており、大塔町の広大な星空は圧巻です。標
高の高い大塔町は、空気が澄んでおり、満天の星空を楽しむことが
できます。
五條市の味覚では特に、特産品である「柿」が全国的に有名で、生産
量が日本一です。柿の加工品も豊富にあり、柿の葉ずしや柿を使っ
たスイーツなど、様々な形でその美味しさを楽しめます。
五條市は、自然、歴史、味覚が調和した、魅力たっぷりなまちです。
是非一度、五條市を訪れ、その深い魅力に触れてみてください。

五條市
観光協会

新町通り

柿 大塔の星空 念仏寺（鬼走り）

御所市
観光協会

ごじょうし

ごせし

たかまがはら
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まちづくり部観光まちづくり課　TEL.0744-42-9111

歴史と自然が息づく桜井市

桜井市は日本のはじまりの地と称され、大和の原風景が残る
豊かな自然や歴史と文化が息づくまちです。歴史ある寺社や
最古の道・山の辺の道など、歴史散策や自然を満喫できます。
日本最古の神社とされる大神神社は、三輪山をご神体とし、本
殿はなく拝殿の奥にある三ツ鳥居を通し三輪山を拝む古代の
信仰形態を今に伝えています。源氏物語や枕草子に登場する
長谷寺は、仁王門から本堂へ続く登廊が印象的で、399段あ
る石段と桜牡丹など四季折々の花が楽しめます。藤原鎌足を
祀る談山神社は、乙巳の変の談合が行われたとされ、世界唯
一の木造十三重塔や美しい紅葉も楽しめます。特別史跡山田
寺跡は、世界遺産「飛鳥・藤原の宮都」の構成資産の一つで、
寺院建築様式がわかるものとして最古とされています。

桜井市
さくらいし

大神神社

長谷寺 談山神社 山田寺跡

明日香産業課　TEL.0744-54-9020

日本人の心を感じる場所

6世紀末から約100年間続いた「飛鳥時代」は、世界から賛辞
され続けている日本人のふるまいや国民性の原点が形成さ
れた時代とも言えます。その「飛鳥時代」の中心にあった明日
香村には、現代日本人のくらしに継承される時間・通貨・律令
制度などの発祥の軌跡が、今もなお、貴重な歴史文化資産と
して守り紡がれてきています。
そして今年、世界観光機関（UNTourism）によりベストツーリ
ズムビレッジに認定された明日香村は、歴史文化資産だけで
なく、農業などの生業や日本瓦が並ぶ街並みなどの美しい景
観、住民の努力と信仰により支えられてきた自然や様々な日
本文化、そして「住民」と「来訪者」を、これからもずっと大切に
思い続ける場所です。

明日香村
あすかむら

山の辺の道からの夕景

明日香路を写そう写真コンクール　Photo by 竹本 晴行 氏 明日香路を写そう写真コンクール　Photo by 上島 春雄 氏 明日香路を写そう写真コンクール　Photo by 岩本 孝行 氏

とつかわむら

十津川村
企画観光課　TEL.0746-62-0004

ゆったりと時が流れる村

奈良県の南端にある日本で一番大きな村です。面積のほと
んどが山々で占められているので、大自然ならではの空気
や、のどかで落ち着いた景色を堪能していただけます。そし
てこの村には、「谷瀬の吊り橋」や、紀元前37年に創建された
と伝えられている「玉置神社」、熊野参詣道小辺路、大峯奥駈
道という世界遺産の道も縦断しています。
広い村内では「湯泉地温泉」「十津川温泉」「上湯温泉」と3種
類の温泉があり、村の温泉施設すべてが、お湯の循環、再利
用を一切せず、沸かさず、塩素消毒をせず、薄めず、「源泉か
け流し」の「ほんまもんの温泉」を楽しむことができます。
四季が織りなす自然の中で時間を忘れ、のびのびとお過ご
しいただけます。

玉置神社

上湯温泉 瀞峡谷瀬の吊り橋

天川村
てんかわむら

天川村役場 企画観光課　TEL.0747-63-0321

祈りが息づく場所～天川村～

奈良県南部に位置する天川村は、神々が宿る村として知られる
自然と信仰の村で里です。近畿最長の河川熊野川の源流であ
る清流「天ノ川」と、エメラルド色に輝くみたらい渓谷は訪れる
人を魅了します。大峯山を中心とした修験道の聖地として歴史
を刻み、今も厳かな空気が流れています。夜には満天の星空
が広がり、日常を忘れる静寂な時間が待っています。村内には
見どころと宿泊拠点が点在し、一泊から周遊まで無理のない
旅程が組めます。
天川村は、関西広域観光の中で「泊まりたくなる理由」を提案
できる、奥行きのある目的地です。

みたらい渓谷

龍泉寺 天河大辨財天社 洞川温泉街
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奈良県旅行業協会 会員名簿

会社名市町村名

奈良市

生駒市

生駒郡

天理市

大和郡山市

奈良観光バス（株）                          

奈良観光バス（株）  大阪営業所

（株）ロイヤルツーリスト                    

（株）エムビー  エムビートラベル                              

（株）レインボートラベル                      

大和高原交通（株）  大和高原トラベルサービス

（有）ツーリスト企画

（一財）奈良県ビジターズビューロー

（公財）奈良ＹＭＣＡ

（一財）奈良県教職員互助組合  ごじょトラベル

ライサポ旅行センター

トラベルサービスフューチャー

（株）ＪＥＧＰＲＯ

トラベルクリエイト        

アドリブ（同）

（株）ＣＡＤＵＣＥＵＳ

生駒交通（株）  生駒交通トラベルサービス      

（株）アイテム  いこまツーリスト              

（有）ウェイズ  Ｗｅｉｚ                        

（株）すみれインターナショナル          

（株）森田企画

パインヒルトラベル（同）

奈良スマイル観光                        

大和観光交通（株）  ヤマト観光トラベル  

（株）奈良旅ネットワーク              

（株）エバカラー  大和ロマン倶楽部      

奈良ニュー観光

奈良ジェット ツーリスト          

（株）プラネット  プラネットツアーサービス          

（株）アルファ  トラベルジャパン            

（株）ジャパントラベル　　　

東九条町6-1

大阪市淀川区木川東3-6-29

大宮町6-1-11 新大宮第2ビル3Ｆ

三碓7-29-1

中山町121-1 アートビル203

針町677

右京1-3-4 サンタウンプラザ すずらん館1Ｆ

池之町3 奈良県猿沢イン3Ｆ

西大寺国見町2-14-1

大安寺1-23-2

南京終町3-397-2

学園中5-705-111

富雄北1-18 Ｂ105号

油阪地方町11 植原梅月堂ビル3階

あやめ池北3-17-18

三条栄町8-20-308

小明町1835-1

小明町541-3

小明町2116-4

元町1-8-5

鹿ノ台東2-8-6

東旭ケ丘16-53 1階南2

三郷町勢野東4-6-47

平群町梨本207-4

筒井町897-1 八百井ビル2Ｆ

外川町75

高田口町148

櫟本町885

二階堂上ノ庄町235

杉本町393-21

三島町100-5

0742-62-5531

06-6390-0635

0742-36-1020

0742-49-3344

0742-53-0035

0743-82-2660

0742-70-5001

0742-23-8288

0742-44-2207

0742-81-3115

0742-62-2206

0742-52-5011

090-5610-8686

0742-31-6163

0742-42-9189

0742-36-2130

0743-73-3232

0743-73-3636

090-3944-1975

0743-74-9555

0743-25-9743

0743-87-9719

0745-31-4519

0745-45-4422

0743-56-3587

0743-51-0230

0743-53-6622

0743-65-1817

0743-68-3388

0743-62-6022

0743-68-0022

630-8144

532-0012

630-8115

631-0061

631-0012

632-0251

631-0805

630-8361

631-0823

630-8133

630-8141

631-0035

63１-0076

630-8246

631-0032

630-8126

630-0201

630-0201

630-0201

630-0257

630-0112

630-0262

636-0811

636-0931

639-1123

639-1052

639-1133

632-0004

632-0081

632-0078

632-0015

電話番号 郵便番号 住　　所

天理市の特徴は時代の幅の広さにあります。ヤマト王権が
創られた時代から中世、近代にかけて様々な歴史が層のよ
うに積み重なり、さらに未来に向け、ひとつのまちの中で約
2500年の時の流れを一気に感じることができる、まさに
Time Travel City です。

産業振興課  TEL.0743-63-1001

天理市
てんりし 時空を超えた旅が

できるまち－天理－

山の辺の道からの夕景

長岳寺つつじ・かきつばた 石上神宮

橿原市は「日本国はじまりの地」と称され、橿原神宮や藤原
宮跡など壮大な歴史と豊かな自然が息づくまちです。また
古代から交通の要衝として栄え、古道が現在の道路網に引
き継がれ、まさに歴史と現代が融合した魅力的な都市です。

（一社）橿原市観光協会  TEL.0744-20-1123

橿原市
観光協会

かしはらし
日本国はじまりの地
「橿原」

藤原宮跡

今井町 八木札ノ辻

かしはら
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奈良県旅行業協会 会員名簿

天理市

磯城郡

御所市

大和高田市

橿原市

桜井市

宇陀市

高市郡

吉野郡

北葛城郡

ジョイアストリップ旅行社

（株）なかにし

奈良サポートトラベル

（株）ベルトラベル                            

（株）ＧＯＯＤ ＬＵＣＫ ＴＯＵＲＩＳＴ

かさい観光

（株）サンキュー観光                        

（株）サンキュー観光  葛城営業所

奈良ＬＬ（エルエル）ツアーズ                

（合）トラベラクション

（株）日本レジャーツ－リスト              

（有）奈良トラベルサービス                

（株）ヘルスサポートさくら

佐原自動車（株）  らくだ旅行

（同）旅行企画飛鳥

（株）濱観光サービス                        

（株）さくらトラベル                          

やまとびと（株）  やまとびとツアーズ        

山散歩トラベル

グランソールジャパン（株）

（株）平城トラベル                            

（株）平城トラベル  橿原営業所

（一社）飛鳥観光協会

ミティグローバル（同）

大紀観光（株）

大紀観光（株）  大淀営業所

（株）奈良中央観光  ならセントラルツーリスト      

（一社）吉野ビジターズビューロー

（株）十人十旅（ジュウニン  トタビ）

（一財）かわかみ源流ツーリズム     

三昧田町元東方4-3

田井庄町126-6

守目堂町168

田原本町大字味間857

田原本町松本131-1

上牧町松里園3-6-3

末広町170

葛城市南道穂19-4

戸毛1191

鴨神1460

幸町2-18 アーバンスクウエアビル1Ｆ

幸町6-3-710

市場766-21

和田町18-11

縄手町28-3

三輪元松之本方115-1

黒崎779

戒重339-3

榛原天満台東2-1-1

菟田野松井700-1

明日香村岡32-5

橿原市見瀬町617-3 安田ビル

明日香村大字越6-3

高取町大字観覚寺1531

下市町大字原谷4-1

大淀町大字芦原585-8

大淀町大字桧垣本595

吉野町大字上市77-1

十津川村大字上野地49-1

川上村大字迫1335-3

0743-85-5815

0743-62-2884

0743-62-3762

0744-33-3885

074４-35-2646

0745-76-3516

0745-62-2659

0745-60-3131

0745-67-1525

050-8888-1460

0745-23-5501

0745-24-5050

0745-43-8943

0744-27-8886

0744-24-6189

0744-45-3515

0744-45-4330

0744-43-8205

0745-86-1693

0745-88-9500

0744-54-3593

0744-28-3970

0744-54-3240

070-8557-4003

0747-53-0181

0747-52-5964

0747-52-8255

0746-34-2522

090-8219-8786

0746-52-0333

632-0046

632-0071

632-0035

636-0245

636-0351

639-0216

639-2303

639-2143

639-2251

639-2343

635-0015

635-0015

635-0074

634-0041

634-0073

633-0001

633-0011

633-0064

633-0205

633-2221

634-0111

634-0064

634-0138

635-0154

638-0032

638-0801

638-0812

639-3111

637-1103

639-3553

会社名市町村名 電話番号 郵便番号 住　　所

後
援
、
協
賛
団
体
・
企
業
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後援、協賛団体・企業

《後援》
国土交通省、観光庁
　
奈良県、奈良市、大和高田市、大和郡山市、天理市、橿原市、桜井市、五條市、御所市、生駒市、香芝市、
葛城市、宇陀市、山添村、平群町、三郷町、斑鳩町、安堵町、川西町、三宅町、曽爾村、御杖村、高取町、
明日香村、上牧町、王寺町、広陵町、河合町、吉野町、大淀町、下市町、黒滝村、天川村、野迫川村、十津川村、
下北山村、上北山村、川上村、東吉野村
　
（公社）日本観光振興協会、（一社）日本旅行業協会、（一社）日本旅館協会、
日本商工会議所、全国商工会連合会、全国中小企業団体中央会 

《協賛団体・企業》
奈良県、奈良市、奈良観光産業推進協議会、大和高原（東吉野）観光振興協議会、
（一社）大和郡山市観光協会、天理市、（一社）橿原市観光協会、桜井市、五條市観光協会、
御所市観光協会、宇陀市観光協会、明日香村、天川村、十津川村
　
近畿地方支部長連絡会、（一社）全国旅行業協会宮城県支部
　
㈱全旅、㈱旅行ビジネスサポート、
㈱日本旅行、㈱ウィ・キャン、全日本空輸㈱、㈱国際旅行社、㈱JTB、ビッグホリデー㈱、
三井住友カード㈱、㈱DGフィナンシャルテクノロジー、近畿日本ツーリスト㈱、
損害保険ジャパン㈱、三井住友海上火災保険㈱、東京海上日動火災保険㈱、大樹生命保険㈱
　
勝尾寺、アンドリゾート㈱、㈱ブロードリーフ、㈱アゼスタ、㈱JR西日本ヴィアイン、
ルートインジャパン㈱、呉森沢ホテル㈱、白樺リゾート池の平ホテル＆リゾーツ、水明館、
赤穂ロイヤルホテル、KEY TERRACE  HOTEL SEAMORE、砂丘会館、
大阪直営案内所連絡協議会、東海予約センター
　
奈良交通㈱、奈良観光バス㈱、帝産観光バス㈱、大和高原交通㈱、㈱大和ジェット観光バス、
月山交通㈱、㈲天理交通、㈱まほろば、佐原自動車㈱、五條二見交通㈱、宇陀観光㈱、
大和観光交通㈱、㈱愛和、大紀観光㈱、㈱あすか、Fレンタカー㈱
　
ヘッドオフィスジャパン㈱、エヌ・イー・ジャパン㈱、ホテル日航奈良、ホテルアジール奈良、
㈱スーパーホテル、新栄観光㈱、ホテル花小路
　
やまとびと㈱、㈱井上天極堂、㈱中谷本舗、㈱柿の葉ずしヤマト、なら和み館、
奈良県三輪素麺工業協同組合、髙山製菓㈱、㈱菊水楼、日本料理花鹿、
㈱イトウサービスコンサルタンツ、奈良信用金庫筒井支店、奈良OAシステム㈱

（順不同）
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大阪直営案内所連絡協議会

ホテル金波楼  大阪営業所
関空泉大津ワシントンホテル
油屋  大阪営業所
望湖楼  大阪営業所
皆生つるや
倉敷シーサイドホテル
せとうち児島ホテル
安芸グランドホテル  大阪営業所
呉森沢ホテル
山村別館  大阪営業所
指宿白水館  大阪営業所
株式会社クレベ  KR観光バス
アルファライン㈱
ブロードリーフ
株式会社寺野

日 和 山
泉 大 津
奥 伊 根
はわい温泉
皆 生
倉 敷
鷲 羽 山
宮 島 口
呉 市
長 門 湯 本
指 宿 温 泉
運 輸 機 関
運 輸 機 関
関 連 機 関
関 連 機 関

華やぎの章  慶山
立山黒部貫光  西日本営業所
白樺リゾート池之平ホテル
水明館  名古屋営業所
のと楽グループ  大阪営業所
加賀屋グループ  大阪営業所 
辻のや  花乃庄
ゆのくに天祥  大阪営業所
翠明  大阪営業所
ホテルシーモア  大阪営業所
戸田家  西日本営業所
夢乃井  大阪予約センター
赤穂ロイヤルホテル
中の坊  有馬グランドホテル
西村屋  大阪営業所

石和温泉
立山黒部
白 樺 湖
下 呂

和倉温泉

粟津温泉
山代温泉
山中温泉
白浜温泉
鳥 羽
塩 田
赤 穂
有馬温泉
城崎温泉
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